
資料 3 - 2

Brighten Inc.
長方形







 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 23-B1-001 鶴岡市一般廃棄物処理施設 鶴岡市宝田三丁目13番6号 バイオマス（廃棄物） 3020 kW 2021/4/1 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 8,556,271 8,556,271 5,718,857 783,949 2,053,465 28,307 47,124 60.06% 0.435 536,490 536 2024年4月1日 2024年8月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 536

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 8,445,900 8,445,900 5,645,087 773,837 2,026,976 27,942 46,517 60.06% 0.435 529,569 1,217,401

認証対象電力量（申請分） 8,556,271 8,556,271 5,718,857 783,949 2,053,465 28,307 47,124 60.06% 0.435 536,490 1,233,310

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

発電所名称を記載ください

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
バイオマス燃料

FB（kJ/kg）

３．６
燃料合計
FT（kJ/kg）

３．７
バイオマス比率

SB（％）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（MJHHV)※1



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 23-B1-001 鶴岡市一般廃棄物処理施設 鶴岡市宝田三丁目13番6号 バイオマス（廃棄物） 3020 ｋW 2021/4/1 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 10,215,164 10,215,164 6,771,085 929,310 2,514,769 40,671 74,033 54.93% 0.435 600,892 600 2024年9月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 600

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 10,481,000 10,481,000 6,947,293 953,495 2,580,212 41,730 75,960 54.93% 0.435 616,530 1,417,310

認証対象電力量（申請分） 10,215,164 10,215,164 6,771,085 929,310 2,514,769 40,671 74,033 54.93% 0.435 600,892 1,381,362

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

発電所名称を記載ください

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
バイオマス燃料

FB（kJ/kg）

３．６
燃料合計
FT（kJ/kg）

３．７
バイオマス比率

SB（％）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（MJHHV)※1





FT 発電に使用した燃料合計 ごみ質分析会社からの分析結果

報告書をもとに算定 
燃料使用実績 

 







 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役執行役員 事業開発本部長 

山中 健二郎 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、八千代エンジニヤリング株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：廃棄物を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 









 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役執行役員 事業開発本部長 

 山中 健二郎 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、八千代エンジニヤリング株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：廃棄物を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 















 
 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 22-B1-002 佐賀市清掃工場 佐賀県佐賀市高木瀬町大字長瀬２３６９番地 バイオマス（廃棄物） 4500 kW 2002/11/1 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 28,515,018 28,515,018 14,997,835 6,119,365 7,397,818 70,412 120,350 58.50% 0.435 1,882,559 1,882 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 1,882

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能電力量 28,713,740 28,713,740 15,102,356 6,162,012 7,449,372 70,903 121,189 58.50% 0.435 1,895,678 4,357,882

認証対象電力量（申請分） 28,515,018 28,515,018 14,997,835 6,119,365 7,397,818 70,412 120,350 58.50% 0.435 1,882,559 4,327,722

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

発電所名称を記載ください

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
バイオマス燃料

FB（kJ/kg）

３．６
燃料合計
FT（kJ/kg）

３．７
バイオマス比率

SB（％）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（MJHHV)※1





FT 発電に使用した燃料合計 ごみ質分析会社からの分析結果

報告書をもとに算定 
燃料使用実績 

 





 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役執行役員 事業開発本部長 

 山中 健二郎 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人 日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、八千代エンジニヤリング株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：廃棄物を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 30日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 















 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 24-B1-001 大崎広域中央クリーンセンター 宮城県大崎市古川桜ノ目字新高谷地317 バイオマス（廃棄物） 2920 kW 2022/3/1 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 6,719,854 6,719,854 3,845,499 923,317 1,951,038 33,090 57,451 57.59% 0.435 488,767 488 2024年11月22日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 488

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能電力量 6,757,664 6,757,664 3,867,136 928,513 1,962,015 33,277 57,775 57.59% 0.435 491,517 1,129,924

認証対象電力量（申請分） 6,719,854 6,719,854 3,845,499 923,317 1,951,038 33,090 57,451 57.59% 0.435 488,767 1,123,602

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

発電所名称を記載ください

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
バイオマス燃料

FB（kJ/kg）

３．６
燃料合計
FT（kJ/kg）

３．７
バイオマス比率

SB（％）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（MJHHV)※1





FT 発電に使用した燃料合計 ごみ質分析会社からの分析結果

報告書をもとに算定 
燃料使用実績 

 





 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

八千代エンジニヤリング株式会社 

取締役執行役員 事業開発本部長 

 山中 健二郎 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、八千代エンジニヤリング株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：廃棄物を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 30日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
EWC = EWG ― EWS ― EWA 
EMW=（EWS＋EWC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EWS 風力発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EWC 風力発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EWG 風力発電実施期間における発電電力量 kWh 
EWA 風力発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMW 風力発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 風力発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日    2013 年 4 月 1 日 
終了日    2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 

(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 
【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日

報・月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出する

ために必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 12-W-008
ユーラス田代平ウインドファーム
（2013年度）

秋田県鹿角市十和田大湯字田代平 誘導式発電機 7,650kW 2003年11月 系統 0212053340341528000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 5,802 2013年4月1日 2014年3月31日

2 12-W-008
ユーラス田代平ウインドファーム
（2024年度6月）

秋田県鹿角市十和田大湯字田代平 誘導式発電機 7,650kW 2003年11月 系統 0212053340341528000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 212 2024年6月1日 2024年6月30日

3 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2014年度 第3四半期、第4四半期）

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 221,302 220,260 16,260 0 204,000 0.571 116,484 116 2014年10月1日 2015年3月31日

4 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2015年度）

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 368,278 361,804 30,804 0 331,000 0.570 188,670 188 2015年4月1日 2016年3月31日

5 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2016年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 274,684 274,684 34,332 0 240,352 0.556 133,635 133 2016年4月1日 2017年3月31日

6 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2017年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 426,492 426,492 46,975 0 379,517 0.534 202,662 202 2017年4月1日 2018年3月31日

7 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2018年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 396,571 396,571 33,550 0 363,021 0.518 188,044 188 2018年4月1日 2019年3月31日

8 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2019年度 第1四半期、第2四半期）
【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 154,129 154,129 8,287 0 145,842 0.497 72,483 72 2019年4月1日 2019年9月30日

9 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2020年度 第3四半期、第4四半期）
【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 163,170 163,170 39,462 0 123,708 0.461 57,029 57 2020年11月1日 2021年3月31日

10 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2021年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 427,447 427,447 69,516 0 357,931 0.443 158,563 158 2021年4月1日 2022年3月31日

11 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2022年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 397,996 397,996 14,268 0 383,728 0.439 168,456 168 2022年4月1日 2023年3月31日

12 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2023年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 409,517 409,517 7,189 0 402,328 0.432 173,805 173 2023年4月1日 2024年3月31日

13 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2024年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 401,866 401,866 10,978 0 390,888 0.435 170,036 170 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 7,639

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 12,191,129

認証対象電力量（申請分） 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 12,191,129

認証可能熱電力量 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 513,388

認証対象電力量（申請分） 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 513,388

認証可能熱電力量 221,302 221,302 16,337 0 204,965 0.571 117,035 204,965

認証対象電力量（申請分） 221,302 220,260 16,260 0 204,000 0.571 116,484 204,000

認証可能熱電力量 368,278 368,278 31,356 0 336,922 0.570 192,045 336,922

認証対象電力量（申請分） 368,278 361,804 30,804 0 331,000 0.570 188,670 331,000

認証可能熱電力量 379,401 379,401 47,421 0 331,980 0.556 184,580 331,980

認証対象電力量（申請分） 379,401 274,684 34,332 0 240,352 0.556 133,635 240,352

認証可能熱電力量 825,451 825,451 90,918 0 734,533 0.534 392,240 734,533

認証対象電力量（申請分） 825,451 426,492 46,975 0 379,517 0.534 202,662 379,517

認証可能熱電力量 786,790 786,790 66,564 0 720,226 0.518 373,077 720,226

認証対象電力量（申請分） 786,790 396,571 33,550 0 363,021 0.518 188,044 363,021

認証可能熱電力量 318,463 318,463 17,124 0 301,339 0.497 149,765 301,339

認証対象電力量（申請分） 318,463 154,129 8,287 0 145,842 0.497 72,483 145,842

認証可能熱電力量 234,593 234,593 56,736 0 177,857 0.461 81,992 177,857

認証対象電力量（申請分） 234,593 163,170 39,462 0 123,708 0.461 57,029 123,708

認証可能熱電力量 651,272 651,272 105,918 0 545,354 0.443 241,591 545,354

認証対象電力量（申請分） 651,272 427,447 69,516 0 357,931 0.443 158,563 357,931

認証可能熱電力量 550,619 550,619 19,740 0 530,879 0.439 233,055 530,879

認証対象電力量（申請分） 550,619 397,996 14,268 0 383,728 0.439 168,456 383,728

認証可能熱電力量 665,414 665,414 11,682 0 653,732 0.432 282,412 653,732

認証対象電力量（申請分） 665,414 409,517 7,189 0 402,328 0.432 173,805 402,328

認証可能熱電力量 666,344 666,344 18,204 0 648,140 0.435 281,940 648,140

認証対象電力量（申請分） 666,344 401,866 10,978 0 390,888 0.435 170,036 390,888

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2020年度 第3四半期、第4四半期）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2021年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2022年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2023年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2024年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2015年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2016年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2017年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2018年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2019年度 第1四半期、第2四半期）

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

ユーラス田代平ウインドファーム
（2013年度）

ユーラス田代平ウインドファーム
（2024年度6月）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2014年度 第3四半期、第4四半期）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

１．２
発電所所在地

３．１
発電電力量
EWG（kWh）

３．７
排出削減量
（tCO2）

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EWA（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．６
排出削減量
EMW（kgCO2）

１．３
型式

１．４
設備容量

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

３．２
販売電力量
EWS（kWh）

３．４
自家消費電力量
EWC（kWh）

４．１
モニタリング責任者

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）









 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：風力を利用した発電による CO2 排出削減、日付 2025

年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7日経

済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全

ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
EWC = EWG ― EWS ― EWA 
EMW=（EWS＋EWC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EWS 風力発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EWC 風力発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EWG 風力発電実施期間における発電電力量 kWh 
EWA 風力発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMW 風力発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 風力発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日    2013 年 4 月 1 日 
終了日    2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 

(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 
【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日

報・月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出する

ために必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 12-W-008
ユーラス田代平ウインドファーム
（2013年度）

秋田県鹿角市十和田大湯字田代平 誘導式発電機 7,650kW 2003年11月 系統 0212053340341528000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 5,802 2013年4月1日 2014年3月31日

2 12-W-008
ユーラス田代平ウインドファーム
（2024年度6月）

秋田県鹿角市十和田大湯字田代平 誘導式発電機 7,650kW 2003年11月 系統 0212053340341528000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 212 2024年6月1日 2024年6月30日

3 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2014年度 第3四半期、第4四半期）

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 221,302 220,260 16,260 0 204,000 0.571 116,484 116 2014年10月1日 2015年3月31日

4 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2015年度）

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 368,278 361,804 30,804 0 331,000 0.570 188,670 188 2015年4月1日 2016年3月31日

5 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2016年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 274,684 274,684 34,332 0 240,352 0.556 133,635 133 2016年4月1日 2017年3月31日

6 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2017年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 426,492 426,492 46,975 0 379,517 0.534 202,662 202
卓也

2017年4月1日 2018年3月31日

7 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2018年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 396,571 396,571 33,550 0 363,021 0.518 188,044 188 2018年4月1日 2019年3月31日

8 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2019年度 第1四半期、第2四半期）
【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 154,129 154,129 8,287 0 145,842 0.497 72,483 72 2019年4月1日 2019年9月30日

9 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2020年度 第3四半期、第4四半期）
【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 163,170 163,170 39,462 0 123,708 0.461 57,029 57 2020年11月1日 2021年3月31日

10 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2021年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 427,447 427,447 69,516 0 357,931 0.443 158,563 158 2021年4月1日 2022年3月31日

11 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2022年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 397,996 397,996 14,268 0 383,728 0.439 168,456 168 2022年4月1日 2023年3月31日

12 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2023年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 409,517 409,517 7,189 0 402,328 0.432 173,805 173 2023年4月1日 2024年3月31日

13 14-W-001
駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2024年度）【認定を受けている300kW分】

千葉県富津市新富33-10 水平軸アップウィンド方式 300kW 2006年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 401,866 401,866 10,978 0 390,888 0.435 170,036 170 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 7,639

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 12,191,129

認証対象電力量（申請分） 12,191,129 12,191,129 0 0 12,191,129 0.476 5,802,977 12,191,129

認証可能熱電力量 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 513,388

認証対象電力量（申請分） 513,388 513,388 0 0 513,388 0.414 212,542 513,388

認証可能熱電力量 221,302 221,302 16,337 0 204,965 0.571 117,035 204,965

認証対象電力量（申請分） 221,302 220,260 16,260 0 204,000 0.571 116,484 204,000

認証可能熱電力量 368,278 368,278 31,356 0 336,922 0.570 192,045 336,922

認証対象電力量（申請分） 368,278 361,804 30,804 0 331,000 0.570 188,670 331,000

認証可能熱電力量 379,401 379,401 47,421 0 331,980 0.556 184,580 331,980

認証対象電力量（申請分） 379,401 274,684 34,332 0 240,352 0.556 133,635 240,352

認証可能熱電力量 825,451 825,451 90,918 0 734,533 0.534 392,240 734,533

認証対象電力量（申請分） 825,451 426,492 46,975 0 379,517 0.534 202,662 379,517

認証可能熱電力量 786,790 786,790 66,564 0 720,226 0.518 373,077 720,226

認証対象電力量（申請分） 786,790 396,571 33,550 0 363,021 0.518 188,044 363,021

認証可能熱電力量 318,463 318,463 17,124 0 301,339 0.497 149,765 301,339

認証対象電力量（申請分） 318,463 154,129 8,287 0 145,842 0.497 72,483 145,842

認証可能熱電力量 234,593 234,593 56,736 0 177,857 0.461 81,992 177,857

認証対象電力量（申請分） 234,593 163,170 39,462 0 123,708 0.461 57,029 123,708

認証可能熱電力量 651,272 651,272 105,918 0 545,354 0.443 241,591 545,354

認証対象電力量（申請分） 651,272 427,447 69,516 0 357,931 0.443 158,563 357,931

認証可能熱電力量 550,619 550,619 19,740 0 530,879 0.439 233,055 530,879

認証対象電力量（申請分） 550,619 397,996 14,268 0 383,728 0.439 168,456 383,728

認証可能熱電力量 665,414 665,414 11,682 0 653,732 0.432 282,412 653,732

認証対象電力量（申請分） 665,414 409,517 7,189 0 402,328 0.432 173,805 402,328

認証可能熱電力量 666,344 666,344 18,204 0 648,140 0.435 281,940 648,140

認証対象電力量（申請分） 666,344 401,866 10,978 0 390,888 0.435 170,036 390,888

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2020年度 第3四半期、第4四半期）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2021年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2022年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2023年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2024年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2015年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2016年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2017年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2018年度）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2019年度 第1四半期、第2四半期）

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

ユーラス田代平ウインドファーム
（2013年度）

ユーラス田代平ウインドファーム
（2024年度6月）

駒井ハルテック富津工場風力発電設備
（2014年度 第3四半期、第4四半期）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

１．２
発電所所在地

３．１
発電電力量
EWG（kWh）

３．７
排出削減量
（tCO2）

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EWA（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．６
排出削減量
EMW（kgCO2）

１．３
型式

１．４
設備容量

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

３．２
販売電力量
EWS（kWh）

３．４
自家消費電力量
EWC（kWh）

４．１
モニタリング責任者

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）



























 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：風力を利用した発電による CO2 排出削減、日付 2025

年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7日経

済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全

ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
Epc = EPG ― EPS ― EPA 
EMP=（EPS＋EPC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EPS 太陽光発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EPC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EPG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 
EPA 太陽光発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2022 年 3 月 2 日 
終了日  2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２ 追加性に関する情報

1 11-P-002 東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2022年度）

東京都大田区羽田空港2丁目 多層型薄膜シリコン 2,011.8kW 2010年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,215,196 1,215,196 0 0 1,215,196 0.439 533,471 533 2022年4月1日 2023年3月31日

2 11-P-002 東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2023年度）

東京都大田区羽田空港2丁目 多層型薄膜シリコン 2,011.8kW 2010年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,359,708 1,359,708 0 0 1,359,708 0.432 587,393 587 2023年4月1日 2024年3月31日

3 11-P-002 東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2024年度）

東京都大田区羽田空港2丁目 多層型薄膜シリコン 2,011.8kW 2010年8月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,182,346 1,182,346 0 0 1,182,346 0.435 514,320 514 2024年4月1日 2025年3月31日

4 21-P-001 太陽光発電プログラム１
（2022年3月：2021年度）

全国各地 単結晶 204,231.50kW    1997年3月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 8,754,855 0 0 8,754,855 0.422 3,694,548 3,694 2022年3月2日 2022年3月31日

21-P-001 太陽光発電プログラム１
（2022年3月：2022年度）

全国各地 単結晶 204,231.50kW    1997年3月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,459,879 0 0 2,459,879 0.419 1,030,689 1,030 2022年4月1日 2022年4月14日

5 21-P-001 太陽光発電プログラム１
（2022年4月）

全国各地 単結晶 204,231.50kW    1997年3月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 11,205,395 11,205,395 0 0 11,205,395 0.419 4,695,060 4,695 2022年4月2日 2022年5月14日

6 21-P-001 太陽光発電プログラム１
（2022年5月）

全国各地 単結晶 204,231.50kW    1997年3月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 12,068,746 12,068,746 0 0 12,068,746 0.419 5,056,804 5,056 2022年5月2日 2022年6月14日

7 21-P-002 太陽光発電プログラム２
（2022年3月）

全国各地 単結晶 159,370.10kW    1997年9月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 8,885,184 8,885,184 0 0 8,885,184 0.422 3,749,547 3,749 2022年2月16日 2022年3月31日

8 21-P-002 太陽光発電プログラム２
（2022年4月：2021年度）

全国各地 単結晶 159,370.10kW    1997年9月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 3,159,947 0 0 3,159,947 0.422 1,333,497 1,333 2022年3月16日 2022年3月31日

21-P-002 太陽光発電プログラム２
（2022年4月：2022年度）

全国各地 単結晶 159,370.10kW    1997年9月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 5,502,078 0 0 5,502,078 0.419 2,305,370 2,305 2022年4月1日 2022年4月30日

9 21-P-002 太陽光発電プログラム２
（2023年10月）

全国各地 単結晶 159,370.10kW    2009年12月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,105,101 2,105,101 0 0 2,105,101 0.412 867,301 867 2023年9月16日 2023年10月31日

10 21-P-002 太陽光発電プログラム２
（2023年11月）

全国各地 単結晶 159,370.10kW    2009年12月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,063,188 2,063,188 0 0 2,063,188 0.412 850,033 850 2023年10月16日 2023年11月30日

11 24-P-007 太陽光発電プログラム全国２
（2024年8月）

全国各地 単結晶 241,352.70kW    2011年1月 系統 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 14,158,562 14,158,562 0 0 14,158,562 0.414 5,861,644 5,861 2024年7月16日 2024年8月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 31,074

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 1,215,196 1,215,196 0 0 1,215,196 0.439 533,471 1,215,196

認証対象電力量（申請分） 1,215,196 1,215,196 0 0 1,215,196 0.439 533,471 1,215,196

認証可能熱電力量 1,359,708 1,359,708 0 0 1,359,708 0.432 587,393 1,359,708

認証対象電力量（申請分） 1,359,708 1,359,708 0 0 1,359,708 0.432 587,393 1,359,708

認証可能熱電力量 1,182,346 1,182,346 0 0 1,182,346 0.435 514,320 1,182,346

認証対象電力量（申請分） 1,182,346 1,182,346 0 0 1,182,346 0.435 514,320 1,182,346

認証可能熱電力量 11,214,734 8,754,855 0 0 8,754,855 0.422 3,694,548 8,754,855

認証対象電力量（申請分） 11,214,734 8,754,855 0 0 8,754,855 0.422 3,694,548 8,754,855

認証可能熱電力量 11,214,734 2,459,879 0 0 2,459,879 0.419 1,030,689 2,459,879

認証対象電力量（申請分） 11,214,734 2,459,879 0 0 2,459,879 0.419 1,030,689 2,459,879

認証可能熱電力量 11,205,395 11,205,395 0 0 11,205,395 0.419 4,695,060 11,205,395

認証対象電力量（申請分） 11,205,395 11,205,395 0 0 11,205,395 0.419 4,695,060 11,205,395

認証可能熱電力量 12,068,746 12,068,746 0 0 12,068,746 0.419 5,056,804 12,068,746

認証対象電力量（申請分） 12,068,746 12,068,746 0 0 12,068,746 0.419 5,056,804 12,068,746

認証可能熱電力量 8,885,184 8,885,184 0 0 8,885,184 0.422 3,749,547 8,885,184

認証対象電力量（申請分） 8,885,184 8,885,184 0 0 8,885,184 0.422 3,749,547 8,885,184

認証可能熱電力量 8,662,025 3,159,947 0 0 3,159,947 0.422 1,333,497 3,159,947

認証対象電力量（申請分） 8,662,025 3,159,947 0 0 3,159,947 0.422 1,333,497 3,159,947

認証可能熱電力量 8,662,025 5,502,078 0 0 5,502,078 0.419 2,305,370 5,502,078

認証対象電力量（申請分） 8,662,025 5,502,078 0 0 5,502,078 0.419 2,305,370 5,502,078

認証可能熱電力量 2,105,101 2,105,101 0 0 2,105,101 0.412 867,301 2,105,101

認証対象電力量（申請分） 2,105,101 2,105,101 0 0 2,105,101 0.412 867,301 2,105,101

認証可能熱電力量 2,063,188 2,063,188 0 0 2,063,188 0.412 850,033 2,063,188

認証対象電力量（申請分） 2,063,188 2,063,188 0 0 2,063,188 0.412 850,033 2,063,188

認証可能熱電力量 14,158,562 14,158,562 0 0 14,158,562 0.414 5,861,644 14,158,562

認証対象電力量（申請分） 14,158,562 14,158,562 0 0 14,158,562 0.414 5,861,644 14,158,562

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EWA（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．６
排出削減量
EMW（kgCO2）

１．３
型式

１．４
設備容量

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

３．２
販売電力量
EWS（kWh）

３．４
自家消費電力量
EWC（kWh）

４．１
モニタリング責任者

４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報

11,214,734

8,662,025

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

１．２
発電所所在地

３．１
発電電力量
EWG（kWh）

３．７
排出削減量
（tCO2）

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2022年度）

東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2023年度）

東京国際エアカーゴターミナル太陽光発電所
（2024年度）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）

太陽光発電プログラム２
（2022年4月：2021年度）

太陽光発電プログラム２
（2023年10月）

太陽光発電プログラム２
（2023年11月）

太陽光発電プログラム全国２
（2024年8月）

太陽光発電プログラム１
（2022年3月：2021年度）

太陽光発電プログラム１
（2022年4月）

太陽光発電プログラム１
（2022年5月）

太陽光発電プログラム２
（2022年3月）

太陽光発電プログラム１
（2022年3月：2022年度）

太陽光発電プログラム２
（2022年4月：2022年度）















様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 太陽光発電プログラム１
認定番号 21-P-001

4,724

11,214,734

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

日本フイルコン株式会社 東京都稲城市大丸2220 3,603
未配分 1,121

4,724

太陽光発電プログラム１ 全国 11,214,734
（認定番号：21-P-001） （発電所所在地）

11214734

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計

と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名















 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：太陽光を利用した発電による CO2 排出削減、日付 2025

年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7日経

済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全

ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
Epc = EPG ― EPS ― EPA 
EMP=（EPS＋EPC）×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EPS 太陽光発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EPC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EPG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 
EPA 太陽光発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2024 年 7 月 16 日 
終了日  2024 年 8 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 











 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025 年 5 月 16 日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR 神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：卒 FIT 太陽光（系統売電分）を利用した発電による CO2 

排出削減、日付 2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025

年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」

のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 









 
様式３－２ 

 
グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

 
 
１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 
１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 

     鶏糞、バガスを利用した発電による CO2 排出削減 
 

１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 
別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 

 
１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 
 注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 

種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

□ P002 太陽光発電 

 P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

□ P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

□ P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H002-3 バイオガス熱 

□ H002-4 バイオマス熱供給施設 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

 



 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 
EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 
EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EBS バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG バイオマス発電実施期間における発電発電電力量 kWh 
EBA バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2021 年 4 月 1 日 
終了日  2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  なし 

 
２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため



 
に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 

 
２．２ モニタリングの対象及び方法 
 注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に

掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。 
記号 定義 単位 モニタリング方法 

EBS 木質バイオマス発電実施期

間における系統への販売電

力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBG 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

発電電力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBA 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

補機消費電力量 

kWh 電力計による計測又は補機容量に稼働時間を乗じ

た値 

FB 発電に使用した木質バイオ

マス 
MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
CEFelect

ricity,t 
木質バイオマス発電実施期

間における電力の二酸化炭

素排出係数 

kgCO2/
kWh 

デフォルト値を利用 

CEFelectricity,t
 
= Cmo･(1-f (t)) + Ca(t)･f (t)  

ここで、  

t :事業開始日以降の経過年 

Cmo : 限界電源二酸化炭素排出係数  

Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係

数  

f (t) : 移行関数  

0 [0≦t<1年]  

f (t) =  0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
 
 



 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 18-B1-002
南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡伊仙町伊仙3710番地 蒸気駆動式タービン発電機 1,500kW 1989年2月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 961 2021年4月1日 2022年3月31日

2 12-B1-012
南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬2180 蒸気駆動式タービン発電機 1,750kW 2003年9月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 1,326 2021年4月1日 2022年3月31日

3 12-B1-008
ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県うるま市字川田330番地1 蒸気駆動式タービン発電機 1,800kW 2009年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 902 2021年12月1日 2022年3月31日

4 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 2,002 2021年12月1日 2022年3月31日

5 12-B1-007
石垣島製糖株式会社
（2022年度)

沖縄県石垣市字名蔵243 バイオマス（バガス）発電 1,800kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 565 2022年4月1日 2022年6月30日

6 17-B1-001
久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県島尻郡久米島町字儀間288 ボイラー燃焼式 1,200kW 2012年4月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 844 2022年4月1日 2023年3月31日

7 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 2,060 2022年4月1日 2023年3月31日

8 12-B1-011
宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古島市伊良部字伊良部1391 蒸気駆動式タービン発電機 920kW 2010年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 913 2022年4月1日 2023年3月31日

9 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 2,776 2022年4月1日 2023年3月31日

10 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 4,795 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 17,144

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１　発電電力量　EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 2,169,874

認証対象電力量（申請分） 2,220,184 2,220,366 0 28,615 2,191,751 50,828,169 51,334,210 99.01% 0.443 961,333 2,170,052

認証可能熱電力量 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 2,993,954

認証対象電力量（申請分） 3,031,240 3,031,312 0 27,373 3,003,939 56,572,360 56,756,364 99.67% 0.443 1,326,353 2,994,026

認証可能熱電力量 2,110,650 2,110,650 0 58,502 2,052,148 50,315,000 50,685,000 99.27% 0.443 902,465 2,037,167

認証対象電力量（申請分） 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 2,036,845

認証可能熱電力量 4,606,600 4,606,600 0 24,739 4,581,861 52,541,000 53,241,000 98.68% 0.443 2,002,971 4,521,380

認証対象電力量（申請分） 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 4,520,945

認証可能熱電力量 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証対象電力量（申請分） 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証可能熱電力量 2,004,520 2,004,520 0 78,188 1,926,332 31,558,000 31,599,000 99.87% 0.439 844,560 1,923,827

認証対象電力量（申請分） 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 1,923,768

認証可能熱電力量 4,800,100 4,800,100 0 25,597 4,774,503 56,599,000 57,574,000 98.30% 0.439 2,060,374 4,693,336

認証対象電力量（申請分） 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 4,693,274

認証可能熱電力量 2,294,320 2,294,320 0 80,521 2,213,799 32,076,000 32,621,000 98.32% 0.439 955,530 2,176,607

認証対象電力量（申請分） 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 2,081,219

認証可能熱電力量 17,814,574 17,814,574 27,536 11,448,619 6,338,419 1,410,586,000 1,413,690,000 99.78% 0.439 2,776,444 6,324,474

認証対象電力量（申請分） 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 6,324,372

認証可能熱電力量 22,609,395 22,609,395 380,016 11,180,066 11,049,313 1,530,981,000 1,534,344,000 99.78% 0.435 4,795,876 11,025,004

認証対象電力量（申請分） 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 11,024,665

南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電
設備

（2021年度）

南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発
電設備

（2021年度）

ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

石垣島製糖株式会社
（2022年度)

３．５
木質バイオマス燃

料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
木質バイオマス比

率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．５
バイオマス燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 南西糖業(株)徳和瀬工場発電所第２発電設備 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

   

報告書最終承認者  

   

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済電力量計にて計測 

タービン運転月報 

（傍証）発電電力量メー

ター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

検定済電力量計にて計測 補機使用電力量メーター

写真 

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

運転記録（月報）または成分

分析表にて確認 

バイオマス単位発熱量（低位

発熱量）は「4,250－48.5×水

分」kcal/kgを用いて算出す

運転記録（月報）または

成分分析表 



る。 
バイオマス水分％は機械的に
プリントアウトされ、発電事
業者内部で確認された書類で
あるため、エビデンスとして
使用できる。ただし、発熱量
が測定できる場合は測定した
数値を利用して算出する。 

FT 
発電に使用した燃料合計 

運転記録（月報）にて確認。 

助燃材（Ａ重油）発熱量（低位

発熱量）は「グリーンエネルギ

ー証書システム発電設備認定時

に提出したデータ※×低位換算

0.95×Ａ重油投入㍑」を用いて

算出する。 

※諸元：総合エネルギー統計 

助燃材投入量は機械的にプリン

トアウトされた書類であるた

め、エビデンスとして使用でき

る。 

運転記録（月報） 

 



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： ゆがふ製糖（株）バガス発電施設 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

    

 

    

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

    

 

    

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

    

報告書最終承認者  

    

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済電力量計にて計測 発電電力量メーター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

補機定格出力に、製糖期報

(月報)に記載された発電時間

を乗じる 
製糖期報(月報)  

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 
バイオマス単位発熱量（低
位）は「4,250－48.5×水
分」kcal/kgを用いて算出す
る。 

製糖期報(月報) 



FT 
発電に使用した燃料合計 日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 
製糖期報(月報) 

 



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 石垣島製糖株式会社 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

   

報告書最終承認者  

   

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済電力量計にて計測 発電電力量メーター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

補機定格出力に、製糖期報

(月報)に記載された発電時間

を乗じる 
製糖期報(月報)  

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 
バイオマス単位発熱量（低
位）は「4,250－48.5×水
分」kcal/kgを用いて算出す

製糖期報(月報) 



る。 

FT 
発電に使用した燃料合計 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報（月報）にて確

認。 

助燃材（Ａ重油／低位）発熱

量は「グリーンエネルギー証

書システム発電設備認定時に 

提出したデータ※×低位換算

0.95」を利用する。 

※諸元：「エネルギー源別標

準発熱量一覧表」資源エネル

ギー庁総合政策課 

製糖期報（月報） 

 



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

   

   

   

   

（２）データの測定 

責任者 実施者 

   

   

   

   

（３）報告書の作成 

報告書作成者      

報告書最終承認者      

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済電力量計にて計測 発電電力量メーター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

補機定格出力に、製糖期報

(月報)に記載された発電時間

を乗じる 
製糖期報(月報)  

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 
バイオマス単位発熱量（低
位）は「4,250－48.5×水
分」kcal/kgを用いて算出す
る。 

製糖期報(月報) 



FT 
発電に使用した燃料合計 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 

助燃材（A重油／低位）発熱量

は「グリーンエネルギー証書

システム発電設備認定時に提

出したデータ※×低位換算

0.95」を利用する。 
※諸元：「エネルギー源別標
準発熱量一覧表」資源エネル
ギー庁総合政策課 

製糖期報(月報) 

 



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 南国興産バイオマス発電設備 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

  

   

  

  

（２）データの測定 

責任者 実施者 

  

   

  

  

（３）報告書の作成 

報告書作成者   

   

報告書最終承認者   

   

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 

電気事業者の検針連絡票にて

確認 余剰電力検針台帳 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 

検定付電力量計の読み値を記

載した発電月報にて確認 

発電月報 

発電電力量メーター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

検定付電力量計の読み値を記

載した発電月報にて確認 

発電月報 

補機使用電力量メーター

写真 

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

使用量を記載した発電月報に
て確認 

発電月報 

FT 
発電に使用した燃料合計 使用量を記載した発電月報に

て確認 
発電月報 

 



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発電設備
認定番号 12-B1-012

1,326
2,993,954

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

住重アテックス株式会社 愛媛県西条市今在家1501番地 499
住友重機械ギヤボックス株式会社 大阪府貝塚市脇浜4丁目16番1号 315
未配分 512

1,326

南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発電設備鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬2180 2,993,954
（認定番号：12-B1-012）

2993954

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計と一致させ

ること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
認定番号 12-B1-008

902
2,036,845

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

住友重機械ギヤボックス株式会社 大阪府貝塚市脇浜4丁目16番1号 415
未配分 487

902

ゆがふ製糖（株）バガス発電施設 沖縄県うるま市字川田330番地1 2,036,845
（認定番号：12-B1-008）

2036845

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 石垣島製糖株式会社
認定番号 12-B1-007

565
1,287,237

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

学校法人　桜美林学園 東京都町田市常盤町3758 9
未配分 556

565

石垣島製糖株式会社 沖縄県石垣市字名蔵243 1,287,237
（認定番号：12-B1-007）

1287237

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設 
認定番号 12-B1-011

913
2,081,219

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京都三鷹市大沢3-9-6 93
未配分 820

913

宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設 沖縄県宮古島市伊良部字伊良部1391 2,081,219
（認定番号：12-B1-011）

2081219

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計と一

致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 南国興産バイオマス発電設備
認定番号 12-B1-013

2,776
6,324,372

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京都三鷹市大沢3-9-6 147
未配分 2,629

2,776

南国興産バイオマス発電設備 宮崎県郡城市高城町有水1941 6,324,372
（認定番号：12-B1-013）

6324372

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 南国興産バイオマス発電設備
認定番号 12-B1-013

4,795
11,024,665

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

株式会社物語コーポレーション 愛知県豊橋市西岩田5-7-11 465
未配分 4,330

4,795

南国興産バイオマス発電設備 宮崎県郡城市高城町有水1941 11,024,665
（認定番号：12-B1-013）

11024665

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025 年 5 月 16 日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR 神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：鶏糞、バガスを利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025 年 4 月 28 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 



 

検証結果概要書 

一般財団法人日本品質保証機構 

 

１．グリーンエネルギーCO2 削減計画の概要 

グリーンエネルギーCO2

削減計画名 
鶏糞、バガスを利用した発電による CO2 排出削減 

グリーンエネルギーCO2

削減計画申請者名 
日本自然エネルギー株式会社 

事業実施場所 ① 鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬 2180 

② 沖縄県うるま市字川田 330 番地 1 

③ 沖縄県石垣市字名蔵 243 

④ 沖縄県宮古島市伊良部字伊良部 1391 

⑤ 宮崎県都城市高城町有水 1941 

事業の概要 ① 南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第 2号発電設備 

② ゆがふ製糖（株）バガス発電施設 

③ 石垣島製糖株式会社 

④ 宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設  

⑤ 南国興産バイオマス発電設備 

グリーンエネルギーCO2

削減相当量の計画 

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2 別紙 2 の

配分計画（実績）のとおり 

申請期間 2021 年 4 月 1 日～2025 年 3 月 31 日 

方法論 EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 

EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

 



 

２．検証結果 

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。 

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。 

 

３．実施した検証手続の概要 

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること 

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、残りの実績量については配分予定なしを確認した。 

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また自家消費の環境価値に付随する環境価値

であることから全電源平均ＣＯ２排出係数（受電端）を用い、また、種別方法

論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定

方法」の計画に基づき算定されていることを確認し適合しているものと判断で

きる。 

認定グリーンエネルギー

CO2 削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2 削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること 

種別方法論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の

算定方法」に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング方法のとおり、申請者

提出の資料により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」のとおり算定結果を確

認した。 

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。 

グリーンエネルギーCO2 削

減相当量が適切に配分され

ていること 

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、適切に配分されているものと判断できる。なお、「配分予定なし」について

は、グリーン電力証書制度における証書販売と本計画の差異により生じるものであ

り、問題ないものと判断する。 

各グリーンエネルギーCO2

削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

いること 

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。 

認定グリーンエネルギー 今回は、認定グリーンエネルギーＣＯ２削減計画から変更された点は、なし。 



 

CO2 削減計画から変更され

た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること 

 

（添付資料） 

・ ３．の各項目の根拠資料 

【検証機関作成資料】 

・CO２削減相当量検証結果一覧表 

【申請者作成資料】 

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２ 

・ 実績管理表 

・ 電力量認証一覧 

 



 
様式３－２ 

 
グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

 
 
１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 
１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 

     バイオマス（鶏糞・バガス等）を利用した発電による CO2 排出削減 
 

１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 
別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 

 
１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 
 注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 

種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

□ P002 太陽光発電 

 P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

□ P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

□ P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H002-3 バイオガス熱 

□ H002-4 バイオマス熱供給施設 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

 



 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 
EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 
EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EBS バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG バイオマス発電実施期間における発電発電電力量 kWh 
EBA バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2022 年 4 月 1 日 
終了日  2023 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  なし 

 
２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため



 
に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 

 
２．２ モニタリングの対象及び方法 
 注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に

掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。 
記号 定義 単位 モニタリング方法 

EBS 木質バイオマス発電実施期

間における系統への販売電

力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBG 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

発電電力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBA 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

補機消費電力量 

kWh 電力計による計測又は補機容量に稼働時間を乗じ

た値 

FB 発電に使用した木質バイオ

マス 
MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
CEFelect

ricity,t 
木質バイオマス発電実施期

間における電力の二酸化炭

素排出係数 

kgCO2/
kWh 

デフォルト値を利用 

CEFelectricity,t
 
= Cmo･(1-f (t)) + Ca(t)･f (t)  

ここで、  

t :事業開始日以降の経過年 

Cmo : 限界電源二酸化炭素排出係数  

Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係

数  

f (t) : 移行関数  

0 [0≦t<1年]  

f (t) =  0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
 
 



 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 18-B1-002
南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡伊仙町伊仙3710番地 蒸気駆動式タービン発電機 1,500kW 1989年2月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 961 2021年4月1日 2022年3月31日

2 12-B1-012
南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬2180 蒸気駆動式タービン発電機 1,750kW 2003年9月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 1,326 2021年4月1日 2022年3月31日

3 12-B1-008
ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県うるま市字川田330番地1 蒸気駆動式タービン発電機 1,800kW 2009年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 902 2021年12月1日 2022年3月31日

4 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 2,002 2021年12月1日 2022年3月31日

5 12-B1-007
石垣島製糖株式会社
（2022年度)

沖縄県石垣市字名蔵243 バイオマス（バガス）発電 1,800kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 565 2022年4月1日 2022年6月30日

6 17-B1-001
久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県島尻郡久米島町字儀間288 ボイラー燃焼式 1,200kW 2012年4月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 844 2022年4月1日 2023年3月31日

7 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 2,060 2022年4月1日 2023年3月31日

8 12-B1-011
宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古島市伊良部字伊良部1391 蒸気駆動式タービン発電機 920kW 2010年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 913 2022年4月1日 2023年3月31日

9 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 2,776 2022年4月1日 2023年3月31日

10 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 4,795 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 17,144

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１　発電電力量　EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 2,169,874

認証対象電力量（申請分） 2,220,184 2,220,366 0 28,615 2,191,751 50,828,169 51,334,210 99.01% 0.443 961,333 2,170,052

認証可能熱電力量 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 2,993,954

認証対象電力量（申請分） 3,031,240 3,031,312 0 27,373 3,003,939 56,572,360 56,756,364 99.67% 0.443 1,326,353 2,994,026

認証可能熱電力量 2,110,650 2,110,650 0 58,502 2,052,148 50,315,000 50,685,000 99.27% 0.443 902,465 2,037,167

認証対象電力量（申請分） 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 2,036,845

認証可能熱電力量 4,606,600 4,606,600 0 24,739 4,581,861 52,541,000 53,241,000 98.68% 0.443 2,002,971 4,521,380

認証対象電力量（申請分） 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 4,520,945

認証可能熱電力量 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証対象電力量（申請分） 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証可能熱電力量 2,004,520 2,004,520 0 78,188 1,926,332 31,558,000 31,599,000 99.87% 0.439 844,560 1,923,827

認証対象電力量（申請分） 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 1,923,768

認証可能熱電力量 4,800,100 4,800,100 0 25,597 4,774,503 56,599,000 57,574,000 98.30% 0.439 2,060,374 4,693,336

認証対象電力量（申請分） 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 4,693,274

認証可能熱電力量 2,294,320 2,294,320 0 80,521 2,213,799 32,076,000 32,621,000 98.32% 0.439 955,530 2,176,607

認証対象電力量（申請分） 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 2,081,219

認証可能熱電力量 17,814,574 17,814,574 27,536 11,448,619 6,338,419 1,410,586,000 1,413,690,000 99.78% 0.439 2,776,444 6,324,474

認証対象電力量（申請分） 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 6,324,372

認証可能熱電力量 22,609,395 22,609,395 380,016 11,180,066 11,049,313 1,530,981,000 1,534,344,000 99.78% 0.435 4,795,876 11,025,004

認証対象電力量（申請分） 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 11,024,665

南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電
設備

（2021年度）

南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発
電設備

（2021年度）

ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

石垣島製糖株式会社
（2022年度)

３．５
木質バイオマス燃

料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
木質バイオマス比

率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．５
バイオマス燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 久米島製糖㈱バガス発電施設 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

   

 

 正樹 

（３）報告書の作成 

報告書作成者     

報告書最終承認者     

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済み電力系による計測 発電電力メータ写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

補機定格出力に稼働時間を乗

じた値 
ボイラー・タービン保安

日誌 

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

機械的に出力されるボイラ

ー・タービン保安日誌および

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖期報(月報)にて確認 
バイオマス単位発熱量（低
位）は「4,250－48.5×水
分」kcal/kgを用いて算出す
る。 

ボイラー・タービン保安

日誌 

製糖期報 



FT 
発電に使用した燃料合計 

機械的に出力されるボイラ

ー・タービン保安日誌にて確

認 

ボイラー・タービン保安

認氏 

 



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 久米島製糖株式会社バガス発電施設
認定番号 17-B1-001

844
1,923,768

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京都三鷹市大沢3-9-6 73
未配分 771

844

久米島製糖株式会社バガス発電施設 沖縄県島尻郡久米島町字儀間288 1,923,768
（認定番号：17-B1-001）

1923768

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計と

一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス（鶏糞・バガス等）を利用した発電による CO2

排出削減、日付 2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」

（2025年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果

概要書」のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 



 

検証結果概要書 

一般財団法人日本品質保証機構 

 

１．グリーンエネルギーCO2削減計画の概要 

グリーンエネルギーCO2

削減計画名 
バイオマス（鶏糞・バガス等）を利用した発電による CO2排出削減 

グリーンエネルギーCO2

削減計画申請者名 
日本自然エネルギー株式会社 

事業実施場所 沖縄県島尻郡久米島町字儀間 288 

事業の概要 久米島製糖株式会社バガス発電施設 

グリーンエネルギーCO2

削減相当量の計画 

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2別紙 2の

配分計画（実績）のとおり 

申請期間 2022年 4月 1日～2023年 3月 31日 

方法論 EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 

EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

 



 

２．検証結果 

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。 

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。 

 

３．実施した検証手続の概要 

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること 

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、残りの実績量については配分予定なしを確認した。 

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また自家消費の環境価値に付随する環境価値

であることから全電源平均ＣＯ２排出係数（受電端）を用い、また、種別方法

論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定

方法」の計画に基づき算定されていることを確認し適合しているものと判断で

きる。 

認定グリーンエネルギー

CO2削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること 

種別方法論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の

算定方法」に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング方法のとおり、申請者

提出の資料により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」のとおり算定結果を確

認した。 

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。 

グリーンエネルギーCO2削

減相当量が適切に配分され

ていること 

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、適切に配分されているものと判断できる。なお、「配分予定なし」について

は、グリーン電力証書制度における証書販売と本計画の差異により生じるものであ

り、問題ないものと判断する。 

各グリーンエネルギーCO2

削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

いること 

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。 

認定グリーンエネルギー 今回は、認定グリーンエネルギーＣＯ２削減計画から変更された点は、なし。 



 

CO2削減計画から変更され

た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること 

 

（添付資料） 

・ ３．の各項目の根拠資料 

【検証機関作成資料】 

・CO２削減相当量検証結果一覧表 

【申請者作成資料】 

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２ 

・ 実績管理表 

・ 電力量認証一覧 

 



 
様式３－２ 

 
グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

 
 
１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 
１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 

     バイオマス（鶏糞・バガス等）を利用した発電による CO2 排出削減 
 

１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 
別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 

 
１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 
 注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 

種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

□ P002 太陽光発電 

 P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

□ P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

□ P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H002-3 バイオガス熱 

□ H002-4 バイオマス熱供給施設 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

 



 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 
EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 
EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

記号 定義 単位 
EBS バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG バイオマス発電実施期間における発電発電電力量 kWh 
EBA バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2022 年 4 月 1 日 
終了日  2023 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  なし 

 
２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため



 
に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 

 
２．２ モニタリングの対象及び方法 
 注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に

掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。 
記号 定義 単位 モニタリング方法 

EBS 木質バイオマス発電実施期

間における系統への販売電

力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBG 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

発電電力量 

kWh 検定済み電力計による計測、発電月報による確認 

EBA 木質バイオマス発電実施期

間におけるバイオマス発電

補機消費電力量 

kWh 電力計による計測又は補機容量に稼働時間を乗じ

た値 

FB 発電に使用した木質バイオ

マス 
MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 燃料計による計測又は燃料供給会社からの請求書

をもとに算定 
CEFelect

ricity,t 
木質バイオマス発電実施期

間における電力の二酸化炭

素排出係数 

kgCO2/
kWh 

デフォルト値を利用 

CEFelectricity,t
 
= Cmo･(1-f (t)) + Ca(t)･f (t)  

ここで、  

t :事業開始日以降の経過年 

Cmo : 限界電源二酸化炭素排出係数  

Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係

数  

f (t) : 移行関数  

0 [0≦t<1年]  

f (t) =  0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
 
 



 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 18-B1-002
南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡伊仙町伊仙3710番地 蒸気駆動式タービン発電機 1,500kW 1989年2月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 961 2021年4月1日 2022年3月31日

2 12-B1-012
南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発電設備
（2021年度）

鹿児島県大島郡徳之島町徳和瀬2180 蒸気駆動式タービン発電機 1,750kW 2003年9月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 1,326 2021年4月1日 2022年3月31日

3 12-B1-008
ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県うるま市字川田330番地1 蒸気駆動式タービン発電機 1,800kW 2009年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 902 2021年12月1日 2022年3月31日

4 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 2,002 2021年12月1日 2022年3月31日

5 12-B1-007
石垣島製糖株式会社
（2022年度)

沖縄県石垣市字名蔵243 バイオマス（バガス）発電 1,800kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 565 2022年4月1日 2022年6月30日

6 17-B1-001
久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県島尻郡久米島町字儀間288 ボイラー燃焼式 1,200kW 2012年4月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 844 2022年4月1日 2023年3月31日

7 18-B1-001
宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古市城辺町字砂川836 ボイラー燃焼式 2,300kW 2003年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 2,060 2022年4月1日 2023年3月31日

8 12-B1-011
宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

沖縄県宮古島市伊良部字伊良部1391 蒸気駆動式タービン発電機 920kW 2010年12月 自家消費 - （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 913 2022年4月1日 2023年3月31日

9 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 2,776 2022年4月1日 2023年3月31日

10 12-B1-013
南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

宮崎県都城市高城町有水1941 蒸気駆動式タービン発電機 3,210kW 2012年4月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 4,795 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 17,144

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１　発電電力量　EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力量

認証対象電力量

認証可能熱電力量 2,220,184 2,220,184 0 28,613 2,191,571 50,824,000 51,330,000 99.01% 0.443 961,254 2,169,874

認証対象電力量（申請分） 2,220,184 2,220,366 0 28,615 2,191,751 50,828,169 51,334,210 99.01% 0.443 961,333 2,170,052

認証可能熱電力量 3,031,240 3,031,240 0 27,373 3,003,867 56,571,000 56,755,000 99.67% 0.443 1,326,321 2,993,954

認証対象電力量（申請分） 3,031,240 3,031,312 0 27,373 3,003,939 56,572,360 56,756,364 99.67% 0.443 1,326,353 2,994,026

認証可能熱電力量 2,110,650 2,110,650 0 58,502 2,052,148 50,315,000 50,685,000 99.27% 0.443 902,465 2,037,167

認証対象電力量（申請分） 2,110,650 2,110,316 0 58,492 2,051,824 50,307,047 50,676,988 99.27% 0.443 902,322 2,036,845

認証可能熱電力量 4,606,600 4,606,600 0 24,739 4,581,861 52,541,000 53,241,000 98.68% 0.443 2,002,971 4,521,380

認証対象電力量（申請分） 4,606,600 4,606,156 0 24,736 4,581,420 52,535,945 53,235,877 98.68% 0.443 2,002,778 4,520,945

認証可能熱電力量 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証対象電力量（申請分） 1,320,760 1,320,760 0 33,394 1,287,366 22,106,000 22,108,000 99.99% 0.439 565,097 1,287,237

認証可能熱電力量 2,004,520 2,004,520 0 78,188 1,926,332 31,558,000 31,599,000 99.87% 0.439 844,560 1,923,827

認証対象電力量（申請分） 2,004,520 2,004,458 0 78,185 1,926,273 31,557,032 31,598,030 99.87% 0.439 844,534 1,923,768

認証可能熱電力量 4,800,100 4,800,100 0 25,597 4,774,503 56,599,000 57,574,000 98.30% 0.439 2,060,374 4,693,336

認証対象電力量（申請分） 4,800,100 4,800,036 0 25,596 4,774,440 56,598,252 57,573,239 98.30% 0.439 2,060,347 4,693,274

認証可能熱電力量 2,294,320 2,294,320 0 80,521 2,213,799 32,076,000 32,621,000 98.32% 0.439 955,530 2,176,607

認証対象電力量（申請分） 2,294,320 2,193,773 0 76,992 2,116,781 30,670,295 31,191,411 98.32% 0.439 913,655 2,081,219

認証可能熱電力量 17,814,574 17,814,574 27,536 11,448,619 6,338,419 1,410,586,000 1,413,690,000 99.78% 0.439 2,776,444 6,324,474

認証対象電力量（申請分） 17,814,574 17,814,286 27,535 11,448,434 6,338,317 1,410,563,250 1,413,667,200 99.78% 0.439 2,776,399 6,324,372

認証可能熱電力量 22,609,395 22,609,395 380,016 11,180,066 11,049,313 1,530,981,000 1,534,344,000 99.78% 0.435 4,795,876 11,025,004

認証対象電力量（申請分） 22,609,395 22,608,699 380,004 11,179,722 11,048,973 1,530,933,924 1,534,296,821 99.78% 0.435 4,795,729 11,024,665

南国興産バイオマス発電設備
（2024年度）

久米島製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2022年度）

宮古製糖（株）伊良部工場バガス発電施設
（2022年度）

南国興産バイオマス発電設備
（2022年度）

南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電
設備

（2021年度）

南西糖業（株）徳和瀬工場発電所第2号発
電設備

（2021年度）

ゆがふ製糖（株）バガス発電施設
（2021年度）

宮古製糖株式会社バガス発電施設
（2021年度）

石垣島製糖株式会社
（2022年度)

３．５
木質バイオマス燃

料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
木質バイオマス比

率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．５
バイオマス燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備 
 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

   

 

   

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

   

報告書最終承認者  

   

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済電力量計にて計測 

タービン運転月報 

（傍証）発電電力量メー

ター写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

検定済電力量計にて計測 補機使用電力量メーター

写真 

FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

運転記録（月報）または成分

分析表にて確認 

バイオマス単位発熱量（低位

発熱量）は「4,250－48.5×水

分」kcal/kgを用いて算出す

運転記録（月報）または

成分分析表 



る。 
バイオマス水分％は機械的に
プリントアウトされ、発電事
業者内部で確認された書類で
あるため、エビデンスとして
使用できる。ただし、発熱量
が測定できる場合は測定した
数値を利用して算出する。 

FT 
発電に使用した燃料合計 

運転記録（月報）にて確認 

助燃材（A重油）発熱量（低位

発熱量）は「9,293kcal/kl※ 

×A重油投入量㍑」を用いて算

出する。 

※諸元：総合エネルギー統計 
助燃材投入量は機械的にプリ
ントアウトされた書類である
ため、エビデンスとして使用
できる。 

運転記録（月報） 

 



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

発 電 所 名 称： 宮古製糖株式会社バガス発電施設 

 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

  

 

   

 

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

  

 

   

 

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

   

 

報告書最終承認者  

  

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EBS バイオマス発電実施期間に

おける系統への販売電力量 
対象無し 対象無し 

EBG 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電発電

電力量 
検定済み電力系による計測 発電電力メータ写真 

EBA 

バイオマス発電実施期間に

おけるバイオマス発電補機

消費電力量 

補機定格出力に稼働時間を乗

じた値 発電月報 



FB 

発電に使用したバイオマ

ス燃料 

日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖月報にて確認 
バイオマス単位発熱量（低
位）は「4,250－48.5×水
分」kcal/kgを用いて算出す
る。 

製糖月報 

FT 
発電に使用した燃料合計 日本分蜜糖工業会へ提出して

いる製糖月報にて確認 

製糖月報 

 



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備
認定番号 18-B1-002

961
2,169,874

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

三菱瓦斯化学株式会社 東京都千代田区丸の内2-5-2 27
未配分 934

961

南西糖業（株）伊仙工場発電所第1号発電設備 鹿児島県大島郡伊仙町伊仙3710番地 2,169,874
（認定番号：18-B1-002）

2169874

２．３
帰属量
（kWh/MJ）

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計と一致させ

ること。

１．２
保有予定者住所

１．１
保有予定者名

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 宮古製糖株式会社バガス発電施設 
認定番号 18-B1-001

2,002
4,520,945

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

鈴与シンワート株式会社 東京都港区芝4-1-23 221
未配分 1,781

2,002

宮古製糖株式会社バガス発電施設 沖縄県宮古市城辺町字砂川836 4,520,945
（認定番号：12-B1-001）

4520945

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計

と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 宮古製糖株式会社バガス発電施設 
認定番号 18-B1-001

2,060
4,693,274

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

株式会社ＳＵＢＡＲＵ 東京都三鷹市大沢3-9-6 59
未配分 2,001

2,060

宮古製糖株式会社バガス発電施設 沖縄県宮古市城辺町字砂川836 4,693,274
（認定番号：12-B1-001）

4693274

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）



 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025 年 5 月 16 日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR 神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス（バガス）を利用した発電による CO2 排出削

減、日付 2025 年 4 月 28 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025

年 3 月 7 日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」

のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 



 

検証結果概要書 

一般財団法人日本品質保証機構 

 

１．グリーンエネルギーCO2 削減計画の概要 

グリーンエネルギーCO2

削減計画名 
バイオマス（バガス）を利用した発電による CO2 排出削減 

グリーンエネルギーCO2

削減計画申請者名 
日本自然エネルギー株式会社 

事業実施場所 ① 鹿児島県大島郡伊仙町伊仙 3710 番地 

② 沖縄県宮古市城辺町字砂川 836 

事業の概要 ① 南西糖業（株）伊仙工場発電所第 1号発電設備 

② 宮古製糖株式会社バガス発電施設  

グリーンエネルギーCO2

削減相当量の計画 

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2 別紙 2 の

配分計画（実績）のとおり 

申請期間 2021 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

方法論 EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 

EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

 



 

２．検証結果 

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。 

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。 

 

３．実施した検証手続の概要 

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること 

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、残りの実績量については配分予定なしを確認した。 

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また自家消費の環境価値に付随する環境価値

であることから全電源平均ＣＯ２排出係数（受電端）を用い、また、種別方法

論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の算定

方法」の計画に基づき算定されていることを確認し適合しているものと判断で

きる。 

認定グリーンエネルギー

CO2 削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2 削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること 

種別方法論「P003-1 バイオマス発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の

算定方法」に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング方法のとおり、申請者

提出の資料により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」のとおり算定結果を確

認した。 

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。 

グリーンエネルギーCO2 削

減相当量が適切に配分され

ていること 

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、適切に配分されているものと判断できる。なお、「配分予定なし」について

は、グリーン電力証書制度における証書販売と本計画の差異により生じるものであ

り、問題ないものと判断する。 

各グリーンエネルギーCO2

削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

いること 

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。 

認定グリーンエネルギー 今回は、認定グリーンエネルギーＣＯ２削減計画から変更された点は、なし。 



 

CO2 削減計画から変更され

た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること 

 

（添付資料） 

・ ３．の各項目の根拠資料 

【検証機関作成資料】 

・CO２削減相当量検証結果一覧表 

【申請者作成資料】 

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２ 

・ 実績管理表 

・ 電力量認証一覧 

 





 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 
EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 
EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

  記号 定義 単位 
EBS 木質バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC 木質バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG 木質バイオマス発電実施期間における発電電力量 kWh 
EBA 木質バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用した木質バイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB 木質バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 木質バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係

数 
kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2022 年 4 月 1 日 
終了日  2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  あり 
 
 （１）新東海製紙（株）島田工場発電所第 5 号発電設備 
    バイオマス発電実施期間における発電電力量のモニタリング方法の変更 
    （傍証としての計量器写真 → 傍証なし） 
  

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変





 
f (t) =  0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 









FT 発電に使用した燃料合計 

ボイラ作業月報月報にて確

認。 

助燃材発熱量（RPF・PS等）

については、試験成績表等の

値から「低位発熱量×投入

量」により算出する。 

ボイラ作業月報 

 





「低位発熱量×バイオマス投
入量」により算出する。 

FT 発電に使用した燃料合計 

燃料使用月報にて確認。 

助燃材発熱量（Ａ重油につい

ては、試験成績表等の値から

「低位発熱量×Ａ重油投入量

×比重」により算出する。 

燃料チップ・Ａ重油在庫

表 

 





助燃材発熱量（RPF等）につい

ては、試験成績表等の値から

「低位発熱量×投入量」によ

り算出する。 

 





様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 新東海製紙（株）島田工場発電所第5号発電設備
認定番号 18-B3-003

22,629
52,021,054

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

ＪＦＥプラリソース株式会社（福山事業部） 広島県福山市箕沖町１１３番地 4
ＪＦＥプラリソース株式会社（京浜事業部 水江原料化工場） 神奈川県川崎市川崎区水江町5番地1 2
ＪＦＥプラリソース株式会社（NFボード製造工場） 神奈川県川崎市川崎区水江町5番地1 2
アサヒビール株式会社 東京都墨田区吾妻橋1-23-1 641
株式会社 関電工 東京都港区芝浦 ４－８－３３ 435
株式会社 東海理化電機製作所 愛知県丹羽郡大口町豊田３－２６０ 43
未配分 21,502

22,629

新東海製紙（株）島田工場発電所第5号発電設備 静岡県島田市向島町4379番地 52,021,054
（認定番号：18-B3-003）

52021054

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリ ンエネルギ CO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）







 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：木質バイオマスを利用した発電による CO2 排出削減、

日付 2025 年 4 月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（202年 3

月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のと

おり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 
EBC = EBG ― EBS ―EBA 

SB = FB÷FT 
EMB=（EBS＋EBC）×SB×CEFelectricity,t 

  記号 定義 単位 
EBS 木質バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC 木質バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG 木質バイオマス発電実施期間における発電電力量 kWh 
EBA 木質バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用した木質バイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB 木質バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 木質バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係

数 
kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2024 年 4 月 1 日 
終了日  2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  あり 
 
 （１）石巻合板工業株式会社発電所 
    バイオマス発電実施期間における発電電力量のモニタリング方法の変更 
    （傍証としての計量器写真 → 傍証なし） 

 
 （２）日本ノボパン木質バイオマス熱電供給設備 
    バイオマス発電実施期間における発電電力量のモニタリング方法の変更 
    （傍証としての計量器写真 → 傍証なし） 

 
２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・





 
Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係

数  

f (t) : 移行関数  

0 [0≦t<1年]  

f (t) =  0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 
３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 18-B3-001
高知おおとよ製材㈱エコ発電所
（2022年度）

高知県長岡郡大豊町川口字川口南2035番地1 抽気復水タービン 240kW 2013年10月1日 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 280,654 280,650 0 107,636 173,014 - - 100.00% 0.439 75,953 75 2022年4月1日 2023年3月31日

2 18-B3-003 新東海製紙（株）島田工場発電所第5号発電設備
（2024年度）

静岡県島田市向島町4379番地 蒸気駆動式タービン発電機 20,600kW 2006年3月1日 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 91,931,880 91,931,880 1,826,871 3,180,144 86,924,865 888,586,000 1,484,786,000 59.85% 0.435 22,629,158 22,629 2024年4月1日 2025年3月31日

3 17-B3-001
セイホクバイオマス発電所
（2024年度）

宮城県石巻市潮見町2番地1 蒸気駆動式タービン発電機 2,300kW 2005年9月1日 自家消費 212392800123599000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 12,244,170 12,244,170 469,359 1,086,535 10,688,276 486,399,000 486,509,000 99.98% 0.435 4,648,330 4,648 2024年4月1日 2025年3月31日

4 12-B3-015
石巻合板工業株式会社発電所
（2024年度）

宮城県石巻市潮見町4番地3 蒸気駆動式タービン発電機 3,000kW 1998年5月1日 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 16,254,550 16,254,550 0 276,049 15,978,501 642,855,000 663,408,000 96.90% 0.435 6,735,177 6,735 2024年4月1日 2025年3月31日

5 12-B3-010
津別単板協同組合バイオマスエネルギーセンター
（2024年度)

北海道網走郡津別町字達美168番地 蒸気駆動式タービン発電機 4,700kW 2007年2月1日 自家消費 119829815001186000000 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 25,684,660 25,684,660 3,707,250 744,091 21,233,319 - - 100.00% 0.435 9,236,493 9,236 2024年4月1日 2025年3月31日

6 12-B3-013
日本ノボパン木質バイオマス発電所
(2024年度)

大阪府堺市堺区築港南町4番地 蒸気駆動式タービン発電機 6,500kW 2007年12月1日 自家消費 6010124000006400010900 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 34,520,730 34,519,853 717,818 3,465,201 30,336,834 720,759,702 722,762,651 99.72% 0.435 13,159,572 13,159 2024年4月1日 2025年3月31日

7 19-B3-001
いわき大王製紙バイオマス発電
（2024年度）

福島県いわき市南台４丁目３番６号 抽気復水タービン型発電機 7,760kW 1997年8月1日 自家消費 0219000000900000001770 （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 37,090,000 37,090,000 1,086,804 164,040 35,839,156 686,240,000 937,701,000 73.18% 0.435 11,409,253 11,409
 

2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 67,891

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 280,654 280,654 0 107,638 173,016 - - 100.00% 0.439 75,954 173,016

認証対象電力量（申請分） 280,654 280,650 0 107,636 173,014 - - 100.00% 0.439 75,953 173,014

認証可能熱電力量 91,931,880 91,931,880 1,826,871 3,180,144 86,924,865 888,586,000 1,484,786,000 59.85% 0.435 22,629,158 52,021,054

認証対象電力量（申請分） 91,931,880 92,043,148 1,829,082 3,183,993 87,030,073 889,661,488 1,486,583,091 59.85% 0.435 22,656,547 52,084,017

認証可能熱電力量 12,244,170 12,244,170 469,359 1,086,535 10,688,276 486,399,000 486,509,000 99.98% 0.435 4,648,330 10,685,817

認証対象電力量（申請分） 12,244,170 12,243,361 469,327 1,086,463 10,687,571 486,366,864 486,476,856 99.98% 0.435 4,648,024 10,685,111

認証可能熱電力量 16,254,550 16,254,550 0 276,049 15,978,501 642,855,000 663,408,000 96.90% 0.435 6,735,177 15,483,167

認証対象電力量（申請分） 16,254,550 16,255,173 0 276,059 15,979,114 642,879,662 663,433,451 96.90% 0.435 6,735,436 15,483,761

認証可能熱電力量 25,684,660 25,684,660 3,707,250 744,091 21,233,319 - - 100.00% 0.435 9,236,493 21,233,319

認証対象電力量（申請分） 25,684,660 25,684,660 3,707,250 744,091 21,233,319 - - 100.00% 0.435 9,236,493 21,233,319

認証可能熱電力量 34,520,730 34,520,730 717,837 3,465,289 30,337,604 720,778,000 722,781,000 99.72% 0.435 13,159,906 30,252,658

認証対象電力量（申請分） 34,520,730 34,519,853 717,818 3,465,201 30,336,834 720,759,702 722,762,651 99.72% 0.435 13,159,572 30,251,890

認証可能熱電力量 37,090,000 37,090,000 1,086,804 164,040 35,839,156 686,240,000 937,701,000 73.18% 0.435 11,409,253 26,228,169

認証対象電力量（申請分） 37,090,000 37,091,175 1,086,838 164,045 35,840,292 686,261,742 937,730,709 73.18% 0.435 11,409,615 26,229,000

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EBA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EBC（kWh）

３．５
木質バイオマス
燃料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
バイオマス比率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

３．１０
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

（参考）
申請期間における

全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EBG（kWh）

３．２
販売電力量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EBA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EBC（kWh）

３．５
木質バイオマス燃

料
FB（MJ）

３．６
燃料合計
FT（MJ)

３．７
木質バイオマス比

率
SB（％）

３．８
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．９
排出削減量
EMB（kgCO2）

日本ノボパン木質バイオマス発電所
(2024年度)

いわき大王製紙バイオマス発電
（2024年度）

高知おおとよ製材㈱エコ発電所
（2022年度）

新東海製紙（株）島田工場発電所第5号発電設備
（2024年度）

セイホクバイオマス発電所
（2024年度）

石巻合板工業株式会社発電所
（2024年度）

津別単板協同組合バイオマスエネルギーセンター
（2024年度)





マス投入量」により算出。 

FT 発電に使用した燃料合計 

月報（ボイラー・タービン保

安日誌）にて確認 

RPF発熱量については、分析結

果報告書等の値から「{低位発

熱量（dry）×（1－水分率）

－（2,500×水分率）}×RPF投

入量」により算出。 

A重油発熱量については、試

験成績表等の値から「低位発

熱量×A重油投入量×比重」

により算出。 

ボイラー・タービン保安

日誌 

 







FB 

発電に使用した木質バイ

オマス 

燃料の利用状況報告書にて確

認。 
バイオマス発熱量について
は、分析結果報告書等の値か
ら「{ 低位発熱量（dry）×
（1-水分率）－（2,500×水
分率）}×バイオマス投入
量」により算出。 

利用状況報告書 

FT 発電に使用した燃料合計 

燃料の利用状況報告書にて確

認。 

助燃剤発熱量（都市ガス/大

阪ガス）については、大阪ガ

スのデータ（45MJ/N㎥×低位

換算0.90）を利用。 

利用状況報告書 

 









 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：木質バイオマス燃料を利用した発電による CO2 排出削

減、日付 2025 年 4 月 28 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（202

年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」

のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 









 
様式３－２ 

 
グリーンエネルギーCO2削減等計画書（実績） 

 
 
１ グリーンエネルギーCO2削減計画（実績） 

１．１ グリーンエネルギーCO2削減計画の名称 
     水力を利用した発電による CO2 排出削減 
 
１．２ グリーンエネルギーCO2削減計画に関わる設備（詳細） 

別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」１．参照。 
 
 
１．３ グリーンエネルギーCO2削減計画に適用される方法論 
 注 1）本計画に適用される方法論にチェックすること。 

チェック 種別方法論

番号 
種別方法論名称 

□ P001 風力発電 

□ P002 太陽光発電 

□ P003-1 バイオマス発電（鶏糞、バガス等） 

□ P003-2 バイオガス発電 

□ P003-3 木質バイオマス発電 

□ P004-1 河川に設置する新設水力発電 

□ P004-2 既設設備等に付加して設置される水力発電 

 P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 

□ P005 地熱発電 

□ H001-1 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（単独供給方式）） 

□ H001-2 太陽熱（強制循環式給湯用ソーラーシステム（複数供給方式）） 

□ H001-3 太陽熱（太陽熱利用セントラルシステム（給湯・暖房）） 

□ H002-1 バイオマス熱（木質バイオマス熱利用システム） 

□ H002-2 バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給システム）） 

□ H002-3 バイオガス熱 

□ H002-4 バイオマス熱供給施設 

□ H003 雪氷エネルギー（熱交換冷水循環式雪氷エネルギー施設） 

 
１．４ グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定 
注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の４．グリーンエネルギーCO2 削減相当

量の算定方法を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業の個別の値（実績）については別紙１「本計画におけるグリーン

エネルギーCO2削減事業リスト（実績）」３．参照。 



 
EHC = EHG ― EHS ― EHA  

  EMH=（EHS＋EHC）×CEFelectricity,t 

記号  定義  単位  

EHS  水力発電実施期間における

系統への販売電力量  

kWh  

EHC  水力発電実施期間における

自家消費電力量  

kWh  

EHG  水力発電実施期間における

発電電力量  

kWh  

EHA  水力発電実施期間における

発電補機消費電力量  

kWh  

EMH  水力発電実施期間における

排出削減量  

kgCO2  

CEFelectricity,t  水力発電実施期間における

電力の二酸化炭素排出係数  

kgCO2/kWh  

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日   2024 年 4 月 1 日 
終了日   2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 

 
１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  あり 
  水力発電実施期間における系統への販売電力量におけるモニタリング方法の変更 
 （計量器写真 → 一般売電及び関連会社取引電力量料金月報） 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため



 
に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー

CO2 削減相当量認証委員会事務局へ報告する。 
なお、グリーン電力発電電力量の計量体制を様式３－２別紙添付に示す。 

 
２．２ モニタリングの対象及び方法 
 注 1）「グリーン電力種別方法論」又は「グリーン熱種別方法論」の５．算定根拠に係るモニタリング方法に

掲げられている記号と、それに係る定義、単位、モニタリング方法を記載すること。 
記号 定義 単位 モニタリング方法 

EPS  

 
水力発電実施期間における

系統への販売電力量  
kWh 検定済み電力計による計測、RPS減量届出書  

 

EPG  

 
水力発電実施期間における

水力発電電力量  
kWh 検定済み電力計による計測  

特定計量の届出に基づく計測  

EPA  

 
水力発電実施期間における

水力発電補機消費電力量  
kWh 電力計による計測又は補機容量に稼働時間を乗じ

た値  
CEFelect

ricity,t  

 

水力発電実施期間における

電力の二酸化炭素排出係数  
 

kgCO2/
kWh 

デフォルト値を使用  
CEFelectricity,t = Cmo･(1-f (t)) + Ca(t)･f (t)  
ここで、  
t :事業開始日以降の経過年  
Cmo : 限界電源二酸化炭素排出係数  
Ca(t) : t年に対応する全電源二酸化炭素排出係数  
f (t) : 移行関数  

0 [0≦t<1年]  
f (t) =   0.5 [1年≦t<2.5年]  

1 [2.5 年≦t]  

 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 

３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 22-H3-001
屋久島電工水力発電設備
（2024年度）

鹿児島県熊毛郡屋久島町安房2739番地 立軸回転界磁全閉内冷形 57,200kW 1960年7月 自家消費 － （ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献 173,393,130 173,393,122 35,344,883 0 138,048,239 0.435 60,050,983 60,050 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 60,050

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１　発電電力量　EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 173,393,130 173,393,130 35,344,885 0 138,048,245 0.435 60,050,986 138,048,245

認証対象電力量（申請分） 173,393,130 173,393,122 35,344,883 0 138,048,239 0.435 60,050,983 138,048,239

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

屋久島電工水力発電設備
（2024年度）

（参考）
申請期間における

全生成熱量
（MJHHV)※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EHS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
　（ａ）当該設備の建設における主要な要素
　（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
　（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EHG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EHA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EHC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMH（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者



様式３－２別紙１添付 

 

 

 

種別方法論名称： 離島の河川に設置された既設水力発電 

発 電 所 名 称： 屋久島電工水力発電設備 

 
 

１．計量体制 
 

計量体制（管理体制） 

（１）計量器維持・管理 

責任者 実施者 

 

    

 

    

（２）データの測定 

責任者 実施者 

 

    

 

    

（３）報告書の作成 

報告書作成者  

    

報告書最終承認者  

    

報告書受領者（証書発行事業者）    

 

２．モニタリング方法および提出書類 

記号 定義 モニタリング方法 提出書類 

EHS 水力発電実施期間における

系統への販売電力量  
検定済み電力計による計測 一般売電及び関連会社取

引電力量料金月報 

EHG 
水力発電実施期間における

水力発電電力量  検定済み電力計による計測 発電電力量計の写真 

EHA 
水力発電実施期間における

水力発電補機消費電力量  
対象なし なし 

 



様式３－２別紙２
グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画

発電所又は熱設備名称 屋久島電工水力発電設備
認定番号 22-H3-001

60,050

138,048,239

注2)販売電力量（kWh）は、グリーン電力種別方法論の場合に記載すること。

未配分 60,050

60,050

屋久島電工水力発電設備 鹿児島県熊毛郡屋久島町安房2739番地 138,048,239
（認定番号：22-H3-001） （発電所所在地）

138,048,239

２．環境価値が除かれた電力・熱価値の帰属先に関する情報
２．１
帰属先事業者名

２．２
帰属先事業者住所

２．３
帰属量
（kWh/MJ）

グリーンエネルギーCO2削減相当量（単位：tCO2）

販売電力量（kWh）

注1）様式３－２別紙１「本計画におけるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト（実績）」販売電力量、及び排出削減量（tCO2）の合

計と一致させること。

１．グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報

１．１
保有予定者名

１．２
保有予定者住所

１．３
保有予定量
（tCO2）



 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：水力を利用した発電による CO2排出削減、日付 2025年

4 月 28 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7 日経済

産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全て

の点において適正であると認めます。 

 

 



 

検証結果概要書 

一般財団法人日本品質保証機構 

 

１．グリーンエネルギーCO2削減計画の概要 

グリーンエネルギーCO2

削減計画名 
水力を利用した発電による CO2排出削減 

グリーンエネルギーCO2

削減計画申請者名 
日本自然エネルギー株式会社 

事業実施場所 鹿児島県熊毛郡屋久島町安房 2739番地 

事業の概要 屋久島電工水力発電設備 

グリーンエネルギーCO2

削減相当量の計画 

「グリーンエネルギーCO2 削減相当量配分計画」段階では保有予定者は

未定で申請がされていたが、今回実績報告においては、様式 3-2別紙 2の

配分計画（実績）のとおり 

申請期間 2024年 4月 1日～2025年 3月 31日 

方法論 EHC = EHG ― EHS ― EHA  

EMH=（EHS＋EHC）×CEFelectricity,t 

 



 

２．検証結果 

以下に示す実施した検証手続きの概要のとおり、本申請に基づく、グリーンエネルギーＣ

Ｏ２削減相当量については、「グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量認証制度運営規則」に定

める要件及び「方法論」並びに当機構が定めた「方法論に関する追加要件」に適合している

ものと判断できる。 

なお、詳細については「CO２削減相当量検証結果一覧表」に示す。 

 

３．実施した検証手続の概要 

排出削減量の実績及びグリ

ーンエネルギーCO2 削減相

当量配分計画が示され、か

つ当該内容が運営規則及び

方法論に適合していること 

・ 排出削減量の実績は、様式３－２別紙１により確認でき、また、配分計画は、

様式３－２別紙２により、排出削減相当量保有予定者及び保有予定量を確認で

き、実績量については配分予定なしであること確認した。 

・ 排出削減量の算定において、事業開始日以降の経過年数が 2.5 年以上のため、

方法論「３．２電力排出係数のデフォルト値の考え方」に基づき、移行関数ｆ

（ｔ）は 2.5 年以上であること、また自家消費分に付随する環境価値であるこ

とから全電源平均ＣＯ２排出係数（受電端）を用い、また、種別方法論「P004-3 

離島の河川に設置された既設水力発電 ４．グリーンエネルギーＣＯ２削減相

当量の算定方法」の計画に基づき算定されていることを確認し適合しているも

のと判断できる。 

認定グリーンエネルギー

CO2削減計画、グリーンエ

ネルギーCO2削減相当量認

証申請書のとおり確実に電

力量又は熱量が算定され、

かつ算定された電力量又は

熱量に基づき方法論に従っ

て正確にグリーンエネルギ

ーCO2 削減相当量が算定さ

れていること 

種別方法論「P004-3 離島の河川に設置された既設水力発電 ４．グリーンエネルギ

ーＣＯ２削減相当量の算定方法」に基づき、計画申請時に提示されたモニタリング

方法のとおり、申請者提出の資料により、別紙「CO２削減相当量検証結果一覧表」

のとおり算定結果を確認した。 

以上より、今回の実施期間における算定結果は、方法論に基づいて、正確にグリー

ンエネルギー削減相当量が算定されていると判断できる。 

グリーンエネルギーCO2削

減相当量が適切に配分され

ていること 

今回、グリーンエネルギーＣＯ２削減相当量の配分先は様式３－２別紙２により確

認でき、全量が「配分予定なし」であるが、グリーン電力証書制度における証書販

売と本計画の差異により生じるものであり、問題ないものと判断する。 

各グリーンエネルギーCO2

削減事業が適切に管理さ

れ、モニタリング対象とな

る項目が正確に把握されて

いること 

様式３－２グリーンエネルギーＣＯ２削減等計画書（実績）「２．グリーンエネルギ

ー運営・管理計画（実績）」に基づき、様式３－２別紙１添付のとおり、計量体制が

実施されていることが提出資料により確認ができ、モニタリング対象項目も提出資

料により正確に把握されていることが確認できる。 

認定グリーンエネルギー

CO2削減計画から変更され

系統への販売電力量におけるモニタリング方法の変更あり。別途変更申請の提出が

あり、変更申請にて変更内容の確認を行っている。 



 

た点（グリーンエネルギー

CO2 削減事業の追加を含

む。）について、運営規則及

び方法論に照らし適切であ

ること 

 

（添付資料） 

・ ３．の各項目の根拠資料 

【検証機関作成資料】 

・CO２削減相当量検証結果一覧表 

【申請者作成資料】 

・様式３－１、３－２、３－２別紙１、３－２別紙１添付、３－２別紙２ 

・ 発電実績管理表 

・ 電力量認証一覧 

 





 
EHC = EHG ― EHS ― EHA 
EMH=（EHS＋EHC）×CEFelectricity,t 
記号 定義 単位 
EHS 水力発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EHC 水力発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EHG 水力発電実施期間における発電発電電力量 kWh 
EHA 水力発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
EMH 水力発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 水力発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係

数 
kgCO2/kWh 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日   2016 年 4 月 1 日 
終了日   2025 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 
 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  無し 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変 
更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 
(２)  運営・管理者（証書発行事業者：日本自然エネルギー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 
【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 378,320 378,320 0 0 378,320 0.556 210,345 210 2016年4月1日 2017年3月31日

2 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 363,300 363,300 0 0 363,300 0.534 194,002 194 2017年4月1日 2018年3月31日

3 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 331,860 331,860 0 0 331,860 0.518 171,903 171 2018年4月1日 2019年3月31日

4 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 370,350 370,350 0 0 370,350 0.497 184,063 184 2019年4月1日 2020年3月31日

5 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 360,420 360,420 0 0 360,420 0.461 166,153 166 2020年4月1日 2021年3月31日

6 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 296,720 296,720 0 0 296,720 0.443 131,446 131 2021年4月1日 2022年3月31日

7 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 404,050 404,050 0 0 404,050 0.439 177,377 177 2022年4月1日 2023年3月31日

8 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 411,910 411,910 0 0 411,910 0.432 177,945 177 2023年4月1日 2024年3月31日

9 15-H2-001 東京発電大宮発電所 埼玉県さいたま市大宮区桜木町4-534-1 横軸前フランシス水車 50kW 2011年2月 自家消費 - （ａ）当該設備の建設における主要な要素 316,580 316,580 0 0 316,580 0.435 137,712 137 2024年4月1日 2025年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 1,547

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

認証可能電力
量

認証対象電力
量

認証可能熱電力量 378,320 378,320 0 0 378,320 0.556 210,345 378,320

認証対象電力量（申請分） 378,320 378,320 0 0 378,320 0.556 210,345 378,320

認証可能熱電力量 363,300 363,300 0 0 363,300 0.534 194,002 363,300

認証対象電力量（申請分） 363,300 363,300 0 0 363,300 0.534 194,002 363,300

認証可能熱電力量 331,860 331,860 0 0 331,860 0.518 171,903 331,860

認証対象電力量（申請分） 331,860 331,860 0 0 331,860 0.518 171,903 331,860

認証可能熱電力量 370,350 370,350 0 0 370,350 0.497 184,063 370,350

認証対象電力量（申請分） 370,350 370,350 0 0 370,350 0.497 184,063 370,350

認証可能熱電力量 360,420 360,420 0 0 360,420 0.461 166,153 360,420

認証対象電力量（申請分） 360,420 360,420 0 0 360,420 0.461 166,153 360,420

認証可能熱電力量 296,720 296,720 0 0 296,720 0.443 131,446 296,720

認証対象電力量（申請分） 296,720 296,720 0 0 296,720 0.443 131,446 296,720

認証可能熱電力量 404,050 404,050 0 0 404,050 0.439 177,377 404,050

認証対象電力量（申請分） 404,050 404,050 0 0 404,050 0.439 177,377 404,050

認証可能熱電力量 411,910 411,910 0 0 411,910 0.432 177,945 411,910

認証対象電力量（申請分） 411,910 411,910 0 0 411,910 0.432 177,945 411,910

認証可能熱電力量 316,580 316,580 0 0 316,580 0.435 137,712 316,580

認証対象電力量（申請分） 316,580 316,580 0 0 316,580 0.435 137,712 316,580

東京発電大宮発電所
（2024年度）

東京発電大宮発電所
（2019年度）

東京発電大宮発電所
（2020年度）

東京発電大宮発電所
（2021年度）

東京発電大宮発電所
（2022年度）

東京発電大宮発電所
（2023年度）

３．５
二酸化炭素
排出係数

CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量

EMP（kgCO2）

東京発電大宮発電所
（2016年度）

東京発電大宮発電所
（2017年度）

東京発電大宮発電所
（2018年度）

（参考）
申請期間における

全生成熱量
（MJHHV)※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

３．３
補機消費
電力量

EPA（kWh）

３．４
自家消費
電力量

EPC（kWh）

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EHS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EHG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EHA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EHC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMH（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者























 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：水力を利用した発電による CO2排出削減、日付 2025年

4 月 28 日）について、「グリーンエネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7 日経済

産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全て

の点において適正であると認めます。 

 

 











 
 

EPC = EPG ― EPS ― EPA 
EMP=EPC×CEFelectricity,t 

 
記号 定義 単位 

EPS 太陽光発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 

EPC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 

EPG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 

EPA 太陽光発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 

EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出 

係数 

kgCO2/kWh 

 
 
１． ５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

VPP Japan 発電所、VPP Japan 発電所②、VPP Japan 発電所④、VPP Japan 発電所⑤、VPP Japan 発

電所⑥、VPP Japan 発電所⑦、VPP Japan 発電所⑧、VPP Japan 発電所⑨、VPP Japan 発電所⑩、VPP 
Japan 発電所⑪、VPP Japan 発電所⑫、VPP Japan 発電所⑬、VPP Japan 発電所⑮ 
 
開始日     2023 年 1 月 1 日 
終了日     2023 年 12 月 31 日 
 

 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 
 
１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 

  なし 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２ 追加性に関する情報

1 21-P-004 VPP Japan発電所 千葉・神奈川・埼玉・群馬・茨城・山梨・長野・静岡・愛知・岐阜・三重・奈良 多結晶 4813.9kW 2018年2月15日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,289,551 1,289,551 0 0 1 289,551 0.439 566,112 566  2023年1月1日 2023年3月31日

2 21-P-004 VPP Japan発電所 千葉・神奈川・埼玉・群馬・茨城・山梨・長野・静岡・愛知・岐阜・三重・奈良 多結晶 4813.9kW 2018年2月15日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 4,993,886 4,993,886 0 0 4,993,886 0.432 2,157,358 2,157  2023年4月1日 2023年12月31日

3 21-P-005 VPP Japan発電所② 埼玉・茨城・長野・愛知・東京 多結晶 1175.625kW 2019年11月8日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 345,662 345,662 0 0 345,662 0.439 151,745 151  2023年1月1日 2023年3月31日

4 21-P-005 VPP Japan発電所② 埼玉・茨城・長野・愛知・東京 多結晶 1175.625kW 2019年11月8日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 132,843 132,843 0 0 132,843 0.432 57,388 57  2023年4月1日 2023年4月30日

5 21-P-005 VPP Japan発電所② 埼玉・茨城・長野・愛知・東京 多結晶 1175.625kW 2019年11月8日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,145,880 1,145,880 0 0 1,145,880 0.432 495,020 495  2023年5月1日 2023年12月31日

6 21-P-007 VPP Japan発電所④ 千葉・群馬・茨城・兵庫・岡山・広島・大分・熊本・福岡 多結晶 3561.419kW 2020年6月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,148,309 1,148,309 0 0 1,148,309 0.439 504,107 504  2023年1月1日 2023年3月31日

7 21-P-007 VPP Japan発電所④ 千葉・群馬・茨城・兵庫・岡山・広島・大分・熊本・福岡 多結晶 3561.419kW 2020年6月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 3,952,471 3,952,471 0 0 3,952,471 0.432 1,707,467 1,707  2023年4月1日 2023年11月30日

8 21-P-007 VPP Japan発電所④ 千葉・群馬・茨城・兵庫・岡山・広島・大分・熊本・福岡 多結晶 3561.419kW 2020年6月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 269,478 269,478 0 0 269,478 0.432 116,414 116  2023年12月1日 2023年12月31日

9 21-P-009 VPP Japan発電所⑥ 埼玉・福岡・大分・千葉・愛媛・群馬・東京・岡山・広島 多結晶 1861.4kW 2020年8月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 176,325 176,325 0 0 176,325 0.510 89,925 89  2023年1月1日 2023年1月31日

10 21-P-009 VPP Japan発電所⑥ 埼玉・福岡・大分・千葉・愛媛・群馬・東京・岡山・広島 多結晶 1861.4kW 2020年8月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 465,371 465,371 0 0 465,371 0.439 204,297 204  2023年2月1日 2023年3月31日

11 21-P-009 VPP Japan発電所⑥ 埼玉・福岡・大分・千葉・愛媛・群馬・東京・岡山・広島 多結晶 1861.4kW 2020年8月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 2,292,031 2,292,031 0 0 2 292,031 0.432 990,157 990  2023年4月1日 2023年12月31日

12 21-P-010 VPP Japan発電所⑦ 神奈川・栃木・広島 多結晶 443.325kW 2021年3月4日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 138,516 138,516 0 0 138,516 0.510 70,643 70  2023年1月1日 2023年3月31日

13 21-P-010 VPP Japan発電所⑦ 神奈川・栃木・広島 多結晶 443.325kW 2021年3月4日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 322,579 322,579 0 0 322,579 0.503 162,257 162  2023年4月1日 2023年8月31日

14 21-P-010 VPP Japan発電所⑦ 神奈川・栃木・広島 多結晶 443.325kW 2021年3月4日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 177,982 177,982 0 0 177,982 0.432 76,888 76  2023年9月1日 2023年12月31日

15 21-P-011 VPP Japan発電所⑧ 愛知・山口・広島・群馬・和歌山 多結晶 1272.15kW 2021年3月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 464,865 464,865 0 0 464,865 0.510 237,081 237  2023年1月1日 2023年3月31日

16 21-P-011 VPP Japan発電所⑧ 愛知・山口・広島・群馬・和歌山 多結晶 1272.15kW 2021年3月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,018,351 1,018,351 0 0 1,018,351 0.503 512,230 512  2023年4月1日 2023年8月31日

17 21-P-011 VPP Japan発電所⑧ 愛知・山口・広島・群馬・和歌山 多結晶 1272.15kW 2021年3月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 582,041 582,041 0 0 582,041 0.432 251,441 251  2023年9月1日 2023年12月31日

18 21-P-012 VPP Japan発電所⑨ 全国各地 多結晶 490kW 2020年10月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 80,302 80,302 0 0 80,302 0.510 40,954 40  2023年1月1日 2023年3月31日

19 21-P-012 VPP Japan発電所⑨ 全国各地 多結晶 490kW 2020年10月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 28,318 28,318 0 0 28,318 0.432 12,233 12  2023年4月1日 2023年4月30日

20 21-P-012 VPP Japan発電所⑨ 全国各地 多結晶 490kW 2020年10月16日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 132,245 132,245 0 0 132 245 0.432 57,129 57  2023年5月1日 2023年12月31日

21 21-P-014 VPP Japan発電所⑩ 大分・福岡・佐賀・広島・栃木・香川・和歌山・神奈川・愛媛・福島・埼玉・長崎・高知・大阪・群馬・千葉・岐阜・三重・山口・岡山 多結晶 3927.925kW 2020年9月3日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 747,194 747,194 0 0 747,194 0.510 381,068 381  2023年1月1日 2023年2月28日

22 21-P-014 VPP Japan発電所⑩ 大分・福岡・佐賀・広島・栃木・香川・和歌山・神奈川・愛媛・福島・埼玉・長崎・高知・大阪・群馬・千葉・岐阜・三重・山口・岡山 多結晶 3927.925kW 2020年9月3日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 534,530 534,530 0 0 534,530 0.439 234,658 234  2023年3月1日 2023年3月31日

22 21-P-014 VPP Japan発電所⑩ 大分・福岡・佐賀・広島・栃木・香川・和歌山・神奈川・愛媛・福島・埼玉・長崎・高知・大阪・群馬・千葉・岐阜・三重・山口・岡山 多結晶 3927.925kW 2020年9月3日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 4,591,735 4,591,735 0 0 4,591,735 0.432 1,983,629 1,983  2023年4月1日 2023年12月31日

23 21-P-015 VPP Japan発電所⑪ 全国各地 多結晶 1000kW 2021年6月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 312,577 312,577 0 0 312,577 0.510 159,414 159  2023年1月1日 2023年3月31日

24 21-P-015 VPP Japan発電所⑪ 全国各地 多結晶 1000kW 2021年6月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,227,468 1,227,468 0 0 1 227,468 0.503 617,416 617  2023年4月1日 2023年11月30日

24 21-P-015 VPP Japan発電所⑪ 全国各地 多結晶 1000kW 2021年6月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 98,793 98,793 0 0 98,793 0.432 42,678 42  2023年12月1日 2023年12月31日

25 21-P-017 VPP Japan発電所⑬ 徳島・広島・和歌山・鳥取・岡山・埼玉・福島・愛媛 多結晶 1405.8kW 2021年2月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 423,013 423,013 0 0 423,013 0.510 215,736 215  2023年1月1日 2023年3月31日

26 21-P-017 VPP Japan発電所⑬ 徳島・広島・和歌山・鳥取・岡山・埼玉・福島・愛媛 多結晶 1405.8kW 2021年2月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 871,509 871,509 0 0 871,509 0.503 438,369 438  2023年4月1日 2023年7月31日

27 21-P-017 VPP Japan発電所⑬ 徳島・広島・和歌山・鳥取・岡山・埼玉・福島・愛媛 多結晶 1405.8kW 2021年2月22日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 831,251 831,251 0 0 831 251 0.432 359,100 359  2023年8月1日 2023年12月31日

28 21-P-019 VPP Japan発電所⑮ 岐阜・茨城・神奈川・高知・徳島・千葉・大阪・長崎・埼玉・長野 多結晶 1519.65kW 2021年10月5日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 511,174 511,174 0 0 511,174 0.510 260,698 260  2023年1月1日 2023年3月31日

29 21-P-019 VPP Japan発電所⑮ 岐阜・茨城・神奈川・高知・徳島・千葉・大阪・長崎・埼玉・長野 多結晶 1519.65kW 2021年10月5日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,976,341 1,976,341 0 0 1,976,341 0.503 994,099 994  2023年4月1日 2023年12月31日

30 0 0 0

31 0 0 0

32 0 0 0

33 0 0 0

34 0 0 0

35 0 0 0

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 14,135

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EPA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EPC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMP（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

５ 認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）



様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号 ２．追加性に関する情報

1 21-P-008 VPP Japan発電所⑤ 兵庫・埼玉・千葉 多結晶 2440kW 2020年7月15日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 318,416 318,416 0 0 318,416 0.439 139,784 139  2023年2月1日 2023年3月31日

2 21-P-008 VPP Japan発電所⑤ 兵庫・埼玉・千葉 多結晶 2440kW 2020年7月15日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,626,991 1,626,991 0 0 1,626,991 0.432 702,860 702  2023年4月1日 2023年12月31日

3 21-P-009 VPP Japan発電所⑥ 埼玉・福岡・大分・千葉・愛媛・群馬・東京・岡山・広島 多結晶 1861.4kW 2020年8月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 877,354 877,354 0 0 877,354 0.508 445,695 445  2022年3月1日 2022年3月31日

4 21-P-009 VPP Japan発電所⑥ 埼玉・福岡・大分・千葉・愛媛・群馬・東京・岡山・広島 多結晶 1861.4kW 2020年8月28日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,737,006 1,737,006 0 0 1,737,006 0.510 885,873 885  2022年4月1日 2022年12月31日

5 21-P-016 VPP Japan発電所⑫ 栃木・茨城・岐阜・千葉・群馬・埼玉・愛知・福岡・大分・広島・長崎・鳥取・岡山・愛媛・高知 多結晶 4861.155kW 2020年6月19日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 1,023,378 1,023,378 0 0 1,023,378 0.439 449,262 449  2023年1月1日 2023年3月31日

6 21-P-016 VPP Japan発電所⑫ 栃木・茨城・岐阜・千葉・群馬・埼玉・愛知・福岡・大分・広島・長崎・鳥取・岡山・愛媛・高知 多結晶 4861.155kW 2020年6月19日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 3,632,480 3,632,480 0 0 3,632,480 0.432 1,569,231 1,569  2023年4月1日 2023年11月30日

6 21-P-016 VPP Japan発電所⑫ 栃木・茨城・岐阜・千葉・群馬・埼玉・愛知・福岡・大分・広島・長崎・鳥取・岡山・愛媛・高知 多結晶 4861.155kW 2020年6月19日 自家消費 （ｂ）当該設備のグリーン電力又はグリーン熱の維持に貢献 249,452 249,452 0 0 249,452 0.432 107,763 107  2023年12月1日 2023年12月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 4,296

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

５．認証申請期間

１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報

１．６
系統／自家消費

１．７
受電地点特定番号
（22桁）

該当する追加性要件
（ａ）当該設備の建設における主要な要素
（ｂ）当該設備のグリーン電力の維持に貢献
（ｃ）当該設備以外のグリーン電力の拡大に貢献

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

４．２
モニタリング実施者

３．３
補機消費電力量
EPA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EPC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMP（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者































様式４ 

検証結果報告書（実績） 

2025年 5月 16日 

株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ 

代表取締役 秋田 智一 殿 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

一般財団法人日本品質保証機構は、株式会社アイ・グリッド・ソリューションズが作成した「グリーン

エネルギーCO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：太陽光を利用した発電による CO2 排出

削減、日付 2025年 4月 30日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025

年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」

のとおり、全ての点において適正であると認めます。 













 
 
記号 定義 単位 
EBS 木質バイオマス発電実施期間における系統への販売電力量 kWh 
EBC 木質バイオマス発電実施期間における自家消費電力量 kWh 
EBG 木質バイオマス発電実施期間における発電電力量 kWh 
EBA 木質バイオマス発電実施期間における発電補機消費電力量 kWh 
SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 % 
FB 発電に使用した木質バイオマス燃料 MJ 
FT 発電に使用した燃料合計 MJ 
EMB 木質バイオマス発電実施期間における排出削減量 kgCO2 
CEFelectricity,t 木質バイオマス発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係

数 
kgCO2/kWh 

 
 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

開始日   2024 年 1 月 1 日 
終了日   2024 年 12 月 31 日 

 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 
１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
なし 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
 
(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 
【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 





 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 

３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 







A2 系統からの受電電力量 検定済み電力計による計測 供給検針票 

Xb 

発電に使用した木質バイオ

マス量 

（木質チップ・椰子殻） 

発電所保安月報にて確認 保安月報 

Xc 発電に使用した石炭量 発電所保安月報にて確認 保安月報 

w1 木質バイオマスの全水分 分析結果による 分析結果一覧表 

w2 石炭の全水分 分析結果による 分析結果一覧表 

Hh1 

木質バイオマスの高位発熱

量 

（気乾ベース） 
分析結果による 分析結果一覧表 

Hh2 

石炭の高位発熱量 

（気乾ベース） 
分析結果による 分析結果一覧表 

 

以上 









 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

サミットエナジー株式会社 

代表取締役 社長執行役員 

  小林 政司 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

一般財団法人日本品質保証機構は、サミットエナジー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：木質バイオマスを利用した発電によるＣＯ２排出削減、

日付 2025年 5月 7日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3

月 7 日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」の

とおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
EpC  =  EpG 

EMP  =  EpC × CEFelectricity,t 

 

記号 定義 単位 

EpC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 

EpG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 

EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 

 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

サニーマート生鮮・総菜工場太陽光発電所 

開始日  2022 年 4 月  1 日 

終了日  2024 年 8 月  31 日 

 

注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

 

 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 

注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 

注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 

 

(２)  運営・管理者（証書発行事業者：スマートエコエナジー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 

【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー















 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

スマートエコエナジー株式会社 

代表取締役  長澤 幹央 殿 

 

 

（住所）東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

（名称）一般財団法人 日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、スマートエコエナジー株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：太陽光を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 25日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 











 
EpC  =  EpG 

EMP  =  EpC × CEFelectricity,t 

 

記号 定義 単位 

EpC 太陽光発電実施期間における自家消費電力量 kWh 

EpG 太陽光発電実施期間における発電電力量 kWh 

EMP 太陽光発電実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFelectricity,t 太陽光発電実施期間における電力の二酸化炭素排出係数 kgCO2/kWh 

 

 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 

サニーマート山手店太陽光発電所 

開始日  2021 年 1 月   1 日 

終了日  2024 年 3 月  31 日 

 

注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

 

 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 

注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 

注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 

(１)  グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（発電事業者） 

【１】 毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン電力発電電力量を算出するため

に必要となる資料を作成する。 

【２】 毎月初めまたは毎四半期初めにおいて、メール・FAX・郵送などにより、グリーンエネルギー

CO2 削減事業実施者より運営・管理者へ報告する。 

 

(２)  運営・管理者（証書発行事業者：スマートエコエナジー（株）） 

【１】 グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者から受領したデータをもとに、各四半期のグリーン電

力発電電力量を算出する。 

【２】 算出したグリーン電力発電電力量について、検証機関による検証終了後、グリーンエネルギー





様式3-2別紙1 事業リスト

認定番号

1 20-P-002 サニーマート山手店 太陽光発電所 高知県高知市山手町78-1
太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ製 NER660M320
（320w）
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ：SUNGROW製 SG49K5J （49.5kw）

212.48kW 2020年4月1日 自家消費 45,149 45,149 0 0 45,149 0.549 24,786 24 2021年1月1日 2021年3月31日

2 20-P-002 サニーマート山手店 太陽光発電所 高知県高知市山手町78-1
太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ製 NER660M320
（320w）
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ：SUNGROW製 SG49K5J （49.5kw）

212.48kW 2020年4月1日 自家消費 251,207 251,207 0 0 251,207 0.508 127,613 127 2021年4月1日 2022年3月31日

3 20-P-002 サニーマート山手店 太陽光発電所 高知県高知市山手町78-1
太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ製 NER660M320
（320w）
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ：SUNGROW製 SG49K5J （49.5kw）

212.48kW 2020年4月1日 自家消費 116,283 0 0 116,283 0.510 59,304 59 2022年4月1日 2022年9月30日

4 20-P-002 サニーマート山手店 太陽光発電所 高知県高知市山手町78-1
太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ製 NER660M320
（320w）
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ：SUNGROW製 SG49K5J （49.5kw）

212.48kW 2020年4月1日 自家消費 116,283 0 0 116,283 0.439 51,048 51 2022年10月1日 2023年3月31日

5 20-P-002 サニーマート山手店 太陽光発電所 高知県高知市山手町78-1
太陽電池ﾓｼﾞｭｰﾙ：ﾈｸｽﾄｴﾅｼﾞｰ製 NER660M320
（320w）
ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅｰ：SUNGROW製 SG49K5J （49.5kw）

212.48kW 2020年4月1日 自家消費 232,733 232,733 0 0 232,733 0.432 100,540 100 2023年4月1日 2024年3月31日

※1 申請期間における全発電電力量の内、一部の発電電力量について本申請の対象とするケースを考慮し、当該値を報告ください。 合計 361

「申請期間における全発電電力量」＝「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証における申請発電電力量」の場合は、『３．１ 発電電力量 EWG（kWh）』と同値を記載ください。

（同期間において、重複したグリーンエネルギーCO2削減相当量認証申請がなされていないか、チェックするために記載いただきます。）

45,149 0 0 45,149 0.549 24,786 45,149

251,207 0 0 251,207 0.508 127,613 251,207

116,283 0 0 116,283 0.510 59,304 116,283

116,283 0 0 116,283 0.439 51,048 116,283

232,733 0 0 232,733 0.432 100,540 232,733

761,655

５．認証申請期間
１．１
発電所名称

１．２
発電所所在地

１．３
型式

１．４
設備容量

１．５
運転開始
（予定）
年月日

３．２
販売電力量
EPS（kWh）

５．２
終了予定日
（yyyy年m月d日）

５．１
開始日
（yyyy年m月d日）

No １．事業所に関する情報 ３．グリーンエネルギーCO2削減相当量の算定に関する情報 ４．モニタリング責任者及び実施者に関する情報
１．６
系統／自家消費

（参考）
申請期間における
全発電電力量
（kWh）※1

３．１
発電電力量
EPG（kWh）

３．３
補機消費電力量
EPA（kWh）

３．４
自家消費電力量
EPC（kWh）

３．５
二酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t
（kgCO2/kWh）

３．６
排出削減量
EMP（kgCO2）

３．７
排出削減量
（tCO2）

４．１
モニタリング責任者

４．２
モニタリング実施者

３．９
排出削減量
EMB
（kgCO2）

環境価値が除
かれた

電⼒の相当量

232,566

３．１
発電電⼒量
EBG（kWh）

３．２
販売電⼒量
EBS（kWh）

３．３
補機消費
電⼒量
EBA（kWh）

３．４
⾃家消費
電⼒量
EBC（kWh）

３．８
⼆酸化炭素
排出係数
CEFelectricity,t













 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

スマートエコエナジー株式会社 

代表取締役  長澤 幹央 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、スマートエコエナジー株式会社が作成した「グリーンエネルギー

CO2削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：太陽光を利用した発電による CO2 排出削減、日付

2025年 4月 25日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度運営規則」（2025年 3月 7

日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、

全ての点において適正であると認めます。 

 

 











QWB = QBL－(EPS ×9.484[MJ HHV /kWh]*) 
SB = FB÷FT 

EMWB = QWB ×SB× (CEFfuel,BL÷εBL)
記号 定義 単位 

QWB バイオマス熱生成実施期間における生成熱量から補機消

費電力量を一次エネルギー換算した熱量を除いた熱量 

MJHHV

QBL バイオマス熱生成実施期間における生成熱量 MJHHV

EPS バイオマス熱生成実施期間における補機消費電力量 kWh 
EMWB バイオマス熱生成実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFfuel,BL バイオマス熱生成実施期間における代替される燃料の単

位発熱量当たりの二酸化炭素排出係数 

kgCO2/MJHHV 

εBL 

バイオマス熱生成実施期間における代替される熱源設備

のエネルギー消費効率（高位発熱量ベース） 

％ 

SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 ％

FB バイオマス熱生成に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT バイオマス熱生成に使用した燃料合計 MJ 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2019 年 4 月 1 日 
終了日  2024 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。

なし

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績）

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。

（１）グリーンエネルギーCO2 削減事業実施者（熱生成事業者）

【１】毎月末または毎四半期末において、モニタリング実施者およびモニタリング責任者にて、日報・

月報・メーター写真・検針票・その他関連資料など、グリーン熱生成熱量を算出するために必要















 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス熱(木質バイオマス)熱利用施設を利用した熱

生成による CO2排出削減、日付 2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認

証制度運営規則」（2025年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、

別添「検証結果概要書」のとおり、全ての点において適正であると認めます。 

 

 











QWB = QBL－(EPS ×9.484[MJ HHV /kWh]*) 
SB = FB÷FT 

EMWB = QWB ×SB× (CEFfuel,BL÷εBL)
記号 定義 単位 

QWB バイオマス熱生成実施期間における生成熱量から補機消

費電力量を一次エネルギー換算した熱量を除いた熱量 

MJHHV

QBL バイオマス熱生成実施期間における生成熱量 MJHHV

EPS バイオマス熱生成実施期間における補機消費電力量 kWh 
EMWB バイオマス熱生成実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFfuel,BL バイオマス熱生成実施期間における代替される燃料の単

位発熱量当たりの二酸化炭素排出係数 

kgCO2/MJHHV 

εBL 

バイオマス熱生成実施期間における代替される熱源設備

のエネルギー消費効率（高位発熱量ベース） 

％ 

SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 ％

FB バイオマス熱生成に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT バイオマス熱生成に使用した燃料合計 MJ 

１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2019 年 4 月 1 日 
終了日  2022 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 

１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 
注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。

あり

（１）あわら温泉４・５号木質バイオマス設備「スンリン・ナヘル」

「変更項目：設備名名称、発電設備容量、運転開始日」（別途変更申請提出済）

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績）

２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。

注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 
注 3）認定グリーンエネルギーCO2削減計画から変更された点がある場合はその旨記載すること。なお、変

更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。



















様式４ 

検証結果報告書（実績） 

2025年 5月 16日 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス熱(木質バイオマス)熱利用施設を利用した熱

生成による CO2排出削減、日付 2025年 4月 28日）について、「グリーンエネルギーCO2削減相当量認

証制度運営規則」（2025年 3月 7日経済産業省・環境省）に基づいて独立の立場から検証を行った結果、

別添「検証結果概要書」のとおり、全ての点において適正であると認めます。 











 
 

QWB = QBL－(EPS ×9.484[MJ HHV /kWh]*) 
SB = FB÷FT 

EMWB = QWB ×SB× (CEFfuel,BL÷εBL) 
記号 定義 単位 
QWB バイオマス熱生成実施期間における生成熱量から補機消費電力

量を一次エネルギー換算した熱量を除いた熱量 

MJHHV 

QBL バイオマス熱生成実施期間における流量計で計測した流量を比

エンタルピーに乗じて算定された生成熱量から、当該熱量の生

成過程において燃料以外で外部から投入された熱量、および明

らかに利用されていないことが判明している供給蒸気の熱量を

除いた生成熱量 

MJHHV 

EPS バイオマス熱生成実施期間における補機消費電力量 kWh 
EMWB バイオマス熱生成実施期間における排出削減量 kgCO2 

CEFfuel,BL バイオマス熱生成実施期間における代替される燃料の単位発熱

量当たりの二酸化炭素排出係数 

kgCO2/MJHHV 

εBL 

バイオマス熱生成実施期間における代替される熱源設備のエネ

ルギー消費効率（高位発熱量ベース） 

％ 

SB 投入燃料に占めるバイオマス比率 ％ 
FB バイオマス熱生成に使用したバイオマス燃料 MJ 
FT バイオマス熱生成に使用した燃料合計 MJ 

 
１．５ グリーンエネルギーCO2削減計画の認証申請期間 
開始日  2022 年 4 月 1 日 
終了日  2023 年 3 月 31 日 
注）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施期間については、別紙１「本計画におけるグリーンエネルギ

ーCO2削減事業リスト（実績）」５．に記載すること。 
 
１．６ 認定グリーンエネルギーCO2削減計画からの変更項目 

注）変更申請書を提出済の場合は、変更申請書提出後に変更した項目について記載すること。 
  あり 
 
（１）津別単板協同組合バイオマスエネルギーセンター 

    「変更項目：モニタリング方法および提出資料」（別途変更申請提出済） 
 

２ グリーンエネルギー運営・管理計画（実績） 
２．１ 各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者によるモニタリング方法及び報告方法 
注 1）各グリーンエネルギーCO2削減事業の実施者におけるモニタリング方法、及び当該実施者から運営・

管理者への報告方法（体制）を記載すること。 
注 2）各グリーンエネルギーCO2削減事業のモニタリング責任者及び実施者については別紙１「本計画にお

けるグリーンエネルギーCO2削減事業リスト」４．参照。 





 
をもとに算定 

 
３ グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績） 

３．１ グリーンエネルギーCO2削減相当量保有予定者に関する情報 
別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」１．参照。 

 
３．２ 環境価値が除かれた電気価値・熱価値の帰属先に関する情報 

別紙２「グリーンエネルギーCO2削減相当量配分計画（実績）」２．参照。 







②蒸気供給点流量 
ﾎﾞｲﾗ運転管理報における送気流量とする。 

③ ﾎﾞｲﾗ給水点比ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 
ﾎﾞｲﾗ運転管理報の給水ﾎﾟﾝﾌﾟ入口温度を飽和水

温度とし、1999日本機械学会蒸気表を用いて

算出。給水ﾎﾟﾝﾌﾟ入口温度は、ﾎﾞｲﾗ運転管理報

における稼働日の月平均値(小数点第2位切捨)
とする。なお、稼働日はﾎﾞｲﾗ運転管理報の低

圧蒸気溜め圧力（PICA025A）が１MPa以上とす

る。 
④ﾎﾞｲﾗ給水点流量 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報におけるﾎﾞｲﾗｰ給水流量のう

ち、送気流量相当分（送気流量／主蒸気流

量）とする。 
 

 
EPS 

バイオマス熱生成

実施期間における

補機消費電力量 

ﾎﾞｲﾗ運転管理報の稼働日（低圧蒸気溜め圧力１

MPa以上の日数）×24ｈ×補機定格出力1198.5kW 

ボイラ運転管理報 

SB 投入燃料に占める

バイオマス比率 

助燃剤は使用されていないため、バイオマス比

率は100%とする。 
なし 

 





 

様式４ 

検証結果報告書（実績） 

 

2025年 5月 16日 

 

日本自然エネルギー株式会社 

代表取締役社長 加藤 圭輝 殿 

 

 

東京都千代田区神田須田町１－２５ 

JR神田万世橋ビル 

一般財団法人日本品質保証機構 

理事  浅田 純男 

 

 

 

 一般財団法人日本品質保証機構は、日本自然エネルギー株式会社が作成した「グリーンエネルギーCO2

削減相当量認証申請書」（排出削減事業の名称：バイオマス熱（木質バイオマス蒸気供給施設（熱電供給

システム））を利用した熱生成による CO2 排出削減、日付 2025 年 4 月 28 日）について、「グリーンエ

ネルギーCO2 削減相当量認証制度運営規則」（2025 年 3 月 7 日経済産業省・環境省）に基づいて独立の

立場から検証を行った結果、別添「検証結果概要書」のとおり、全ての点において適正であると認めます。 
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